
 

豊かな環境の中で育つ 

“幼児期の終わりまでに育ってほしい姿” 

～０歳児から５歳児までの育ちを小学校へ～ 

令和元年・２年度 幼児教育研究 

様々な遊びの中で健やかに育つ子ども育成をめざして 
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はじめに 

 

平成 29 年３月に告示された「幼保連携型認定こども園教育・保育要領」「幼稚園

教育要領」「保育所保育指針」において、“幼児期の終わりまでに育ってほしい姿”

が示されました。この“幼児期の終わりまでに育ってほしい姿”は、就学前施設に

おいて乳幼児期にふさわしい遊びや生活を積み重ねることにより、「就学前施設の

教育・保育において育みたい資質・能力」が育まれている子どもの具体的な姿で、

特に５歳児後半に見られるような姿です。この“幼児期の終わりまでに育ってほし

い姿”を、保育者と小学校の教師が子どもの姿を共有するツールとして活用しなが

ら、就学前教育・保育と小学校教育の円滑な接続を図ることが求められています。 

 

本市では、これまで、学校園間での交流活動や幼保小合同研修会などの機会に、

具体的な子どもの姿を共有し、就学前教育・保育と小学校教育の円滑な接続をめざ

してきました。しかし、子どもの成長を分かりやすく伝え、深く理解してもらうた

めには、５歳児後半に見られる姿だけを伝えるのでは十分ではないと感じます。 

本研究では、０歳児から５歳児のそれぞれの時期から、乳幼児が発達していく

方向を意識して、それぞれの時期にふさわしい指導を積み重ねてきました。そして、

研究において集積した、生活や遊びの中で育まれた具体的な力についてのエピソー

ドを“幼児期の終わりまでに育ってほしい姿”の視点で分類し、事例集としてまと

めました。 

この事例集が、就学前施設間で子どもの育ちを共有したり、０歳児からの発達や

学びの連続性の中で育まれた資質・能力を小学校へ伝えたりする時の、ツールの１

つとして活用されることを願っています。 
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健康な心と体 

 

幼保連携型認定こども園における生活の中で、充実感をもって

自分のやりたいことに向かって心と体を十分に働かせ、見通しを

もって行動し、自ら健康で安全な生活をつくり出すようになる。 
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おさんぽ大好き♪ 
令和元年 10 月 30 日 

心地よい日差しを感じながら、園周辺を散歩

しています。 

歩行が安定してきた子どもは、安全な道を自

分の足で歩くことを楽しんでいます。保育者が

「待て待てー！」と追いかけると、子どもたち

もニコッと笑顔で応じ、かわいい足取りで一生

懸命に歩いています。 

また、保育者の歌に合わせて、バギーに乗り

ながら体を揺らしてリズムを取ったり、道端で

見つけた葉っぱを手に持ち嬉しそうに握りし

めたり、中には職人のように葉っぱを一枚ずつ

真剣かつ丁寧にちぎったりする姿も見られま

す。 

園外を散歩をすることで、風を肌に感じたり、草花を見て触れて季節感を感じたり、車や散歩中の犬

を見つけて喜んだりしています。散歩の回数を重ねるごとに歩ける距離も長くなり、伸び伸びと歩行を

楽しむ姿が見られるようになってきました。 

 

学びのポイント 

子どもたちにとっての散歩は、身近な自然に触れる大切な機会であり、その季節ならではの物を見た

り実際に触れたりしながら、五感を震わせて感性を豊かにできる貴重な時間です。また楽しく歩きなが

ら体力をつけることもでき、成長に欠かせない機会にもなっています。 

環境構成の工夫 

散歩のコースは園周辺や小学校、中学校など車があまり通らず、田や畑、草や花などの自然に触れる

ことができる道や場所を選んでいます。散歩以外では坂道マットを活用したり園庭の築山で遊んだり、

園内の階段登りをしたりして、体幹を鍛えたり体力づくりに取り組んでいます。 

健康な心と体 
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カニさん、カニさん 
令和元年９月２日 

テラスにボールやミニハードルを出し、子ど

もたちが使えるように置いていると、各々選ん

で遊び始めました。 

 

ミニハードルは、春に２歳児が並べて歩いた

り、ジャンプをしたりして使っているのを見て

いた子どもも多かったので、すぐに興味をもっ

て抱えて運び始めました。自分で並べたい形が

あるようで、子どもの思いを汲み取りながら手

伝っていきました。 

 

しばらく並べて遊んだ後は、歩いたりジャン

プしたりしたくなるように、保育者が１列に並

べてみました。ところが保育者に手を持っても

らっても１歳児にはまだバランスが取れず難

しいようでした。 

そこで、ぴったりと２本がくっつくように並べると、バランスが取りやすくなり、手を持ってもらっ

てカニ歩きを楽しむようになりました。友だちの様子を見て、自分もやってみたいと真似をする子ども

も増えました。最後まで歩くことができると「できた！」ととても嬉しそうな表情を浮かべ、「もう一

回！」と繰り返し楽しんでいました。 

学びのポイント 

並べ方を工夫することで１歳児でもバランスがとりやすくなり、自分で渡れたという喜びやまたやっ

てみたいという気持ちにつながりました。この時期には体を動かして遊ぶ楽しさや心地よさを味わえる

ように、でこぼこ道、坂道、トンネルなど様々な環境を用意し、全身を使う遊びを楽しめるようにして

います。 

環境構成の工夫 

好きな遊びの中で体を動かして遊べるように、子どもたちの手が届くところにミニハードルを用意

しました。子どもの様子を見守りながら並べ方を変えることで、「自分でできた」「もう一回やってみた

い」という気持ちにつながりました。安全面に十分配慮しながら、満足できるまで保育者も一緒に遊び

を楽しみました。 

健康な心と体 
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楽しかった夏のプールをもう一度！ 
令和元年９月 19 日 

保育者が新聞紙を破るのを見て、端を少しず

つ破る子どもや真ん中から豪快に破る子ども。

「もっとちょうだい」の声に応じて新聞紙を渡

すと、次から次へと破っていきます。 

 

Ａ「ゆきふってきたー！！」 保育者「みんな

でふらせてみよう！」「いっせーのーで！」の合

図で一斉に上に飛ばすと「うわぁ～！！！」と、

大興奮の子どもたち。寝転がって、保育者や友

だちに「かけてかけてー！！」とお願いしたり、

「もっと小っちゃくしてみよう」と、友だちと

声をかけ合ったりしています。部屋の中はワー

キャーと大騒ぎで新聞紙だらけになりました。 

Ｂ「プールみたいやなぁ」 Ｃ「プールつくろうや！」 

たまった新聞紙を見て話をする子どもたち。牛乳パックでつくった壁の内側に新聞紙を運んでプール

をつくっていきました。夏のプールを思い出しながら、バタ足や背泳ぎなど、ダイナミックに泳ぐこと

を楽しみます。プールでできるようになったワニ歩きを得意げに披露している子どももいました。 

学びのポイント 

新聞紙をちぎったり投げたりする楽しさや部屋中に広がった新聞紙が、夏に存分に楽しんだプール遊

びのイメージとつながりました。また、毎日過ごしている保育室で信頼できる保育者や大好きな友だち

と一緒に遊ぶことが安心感となり、ダイナミックに体を動かして遊べるようになりました。 

環境構成の工夫 

安全に配慮しながら、普段はなかなかできないような遊びをみんなで楽しむことにしました。保育

者も一緒に遊びを思い切り楽しむことで、子どもたちも心を解放してダイナミックに遊ぶことができ

ました。活動に入りにくい子どもには、１対１でかかわりながら少しずつ遊びの輪に入っていけるよ

うに援助しています。 

健康な心と体 
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せんせー！おうちでラディッシュたべたよ！ 
令和元年 11 月 13 日 

A は野菜が苦手で、給食でもなかなか食べる

ことができませんでした。 

 

９月の後半にラディッシュの種をまき、当番

活動で水やりなどのお世話をしました。Aもク

ラスの子どもたちも芽が出た時は大喜び。「せ

んせー！でてきた！」と、テラスに出て眺めた

りそっと触れたりしていました。 

葉が虫に食べられた時には、子どもたちが虫

を捕まえて、何とかラディッシュを育てること

ができました。 

 

できたラディッシュは順番に持って帰るこ

とにしましたが、A も自分で水やりをしたので

とても楽しみにしていました。 

やっと A の順番が来ると、「これ A のなん？」「持って帰っていいん？」とラディッシュを抜いて嬉

しそうにしていました。保護者に、A の嬉しそうな様子を伝えると、持ち帰ったラディッシュを家庭で

調理してくださいました。翌日には「せんせー！おうちでラディッシュたべたよ！」とA が嬉しそうに

報告してくれました。園の給食や家庭でも少しずつ野菜が食べられるようになってきています。 

学びのポイント 

野菜の苦手なA が、友だちと一緒にラディッシュの世話をすることを通して、野菜に興味をもちまし

た。野菜は簡単には育たず、毎日水をやったり害虫を駆除したりすることが必要です。苦労して育てた

ラディッシュだからこそ、大切に感じ食べてみようという気持ちにつながりました。 

環境構成の工夫 

種まきから収穫までが早い野菜を選び、子どもたちが世話をしやすいように、保育室からテラスに出

られるようにゴザを敷いたり、ジョウロや虫かごも十分な数を用意しました。また興味がもてるように

当番表や収穫表など、子どもの目で見て分かりやすいものを掲示しました。保護者にも栽培の様子やA

の気持ちを伝えることで、家庭で調理してもらい食べられたことを親子で喜ぶことができました。 

健康な心と体 
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はっけよい のこった！ 
令和元年４月 26 日 

「子どもの日の集い」の職員の出し物に、金

太郎が力強く相撲をする場面があり、その姿に

感銘を受けたA。園庭に出るなり、すぐに担任

が扮した金太郎との対決に挑みます。始めはな

かなか勝てずに悔しい思いをしながらも何度

も挑戦していました。「金太郎頑張れ」「A 負け

るな」との歓声を聞きつけ、たくさんの子ども

たちが集まって来て、いつの間にか金太郎のお

相撲大会が始まりました。 

 

どんどん遊びが盛り上がってきたので、力士

のまわし、金太郎バッジ、行司の軍配などをカ

ゴに入れて用意しました。すると、登園するな

り子どもたちで誘い合って遊び始め、５歳児と

対決する時には１人対２人で戦ったり、負けそ

うになると手助けをしたりとやり取りを楽し

んでいました。 

繰り返し遊ぶうちに、遊びに必要な道具や物をもってきて土俵の線を描いたり、「お相撲やる人～」な

どと誘い合う声も多く聞かれました。 

また、「金太郎みたいに強くなりたい」という思いをもち、給食を残さず食べようとする姿も見られま

した。 

学びのポイント 

「楽しそう。やってみたい！」と金太郎という存在に刺激を受けたA が、担任が扮した金太郎との勝

負に何度も挑戦する姿を見て周りの子どもたちも参加し、金太郎のお相撲大会は２学期になっても続き

ました。相撲はルールが分かりやすく、子どもだけでも楽しむことができるので、継続する遊びとなり

ました。また「金太郎は何でもよく食べる」と聞いて好き嫌いせずに食べようとする姿も見られ、遊び

と生活が密接につながりあっていることが感じられました。 

環境構成の工夫 

職員の出し物を考える際に、子どもたちが興味をもちそうな題材を選んだことで、遊びにつながりま

した。また、出し物の後も、子どもの思いを受けとめ保育者が金太郎役になりきって相撲をとったり遊

んだりすることで、遊びが継続していきました。子どもたちだけでも遊べるように「まわし」や「行司

の軍配」などを用意したことも遊びが広がるきっかけとなりました。 

健康な心と体 
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今度は負けへんで！ 
令和元年 11 月 

運動会をきっかけに、竹馬やうんていなどに

自分から取り組む姿が見られるようになりま

した。 

うんていでは、ぶら下がることを楽しんだ

り、端から端まで落ちずに行こうと挑戦した

り、友だち同士見せ合ったりしていました。う

まくいかない時には、友だちに「どうすれば端

から端までいけるん？」と聞き、聞かれた子ど

もも、「リズムよく手を動かすねん」「こんなふ

うにするねん」と手本を見せたり、アドバイス

をしたりしていました。また、友だちがしてい

る姿を見守りながら、「さっきより進んでる！」

「もうすぐできそう！」と一緒に励ましたり応

援したりする姿も見られました。 

「もう余裕でいけるで」「私もうまいで」と、

うんていに自信をもつ子どもが増え、「じゃあ

勝負しよ」と友だちを誘い、どちらが先に端ま

で着くかの勝負が始まりました。その様子を見

て審判をする子どもも出てきました。 

勝負に負けても「もう一回やりたい」「今度は負けへんで」と繰り返しうんていで遊んでいます。数日

後には、「端から端まで何秒か数えてほしい」「じゃあ勝負しながら、何秒か数えよう！」と、秒数を数

える遊びに発展していきました。 

学びのポイント 

友だちの存在がよい刺激となり、自分が苦戦していても友だちのやり方を見たりコツを聞いたりし

て、納得のいくまで繰り返し挑戦しました。できるようになったことが自信となり、負けても諦めず友

だちとの勝負を楽しんでいました。体を自在に動かす満足感を存分に味わいながら、次々と遊びを変化

させ新たな楽しさを味わっていきます。 

環境構成の工夫 

 運動会に向けて、竹馬・跳び箱・縄跳びにみんなで取り組みました。保育者も一人ひとりに寄り添い

ながら、継続して取り組めるように励ましてきました。運動会当日には、頑張っている姿をたくさんの

人に見てもらい大きな自信となりました。この経験をもとに、運動会後は様々な運動遊具に興味をもち、

子どもたち同士で教え合うようになりました。保育者は敢えて手を貸さず、子どもたちのやり取りを見

守ることにしています。 

健康な心と体 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自 立 心 

 

身近な環境に主体的に関わり様々な活動を楽しむ中で、しなけ

ればならないことを自覚し、自分の力で行うために考えたり、工

夫したりしながら、諦めずにやり遂げることで達成感を味わい、

自信をもって行動するようになる。 
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不思議だな 
令和元年 10 月３日 

鏡シートを初めて部屋に貼った時、「これは

なに？」という様子で、子どもたちがすぐに集

まってきました。 

A が鏡シートを見つめていると B も鏡シー

トに興味を示しました。鏡シートに映った姿を

自分だと認識しているわけではない様子で、二

人とも不思議そうにしていました。 

 

 

数日後、A は鏡シートに映る自分の姿を見つ

けると嬉しそうに見つめ、「あー」と言って笑い

かけたり、鏡シートを触ってみたり叩いてみた

りして、鏡シートの素材を確かめていました。

また、鏡シートに映った保育者や友だちの姿を

見て、にっこり笑ったり、コミュニケーション

をとったりして楽しんでいました。 

C は鏡シートを見ながら動くことを繰り返すうちに、鏡に映った姿が自分と同じ動きをしていること

に気づき、何度も動いて確かめていました。 

学びのポイント 

行動範囲が広がるにつれて、自分以外のものへと興味が広がり自らアプローチするようになります。

ここでは、自分と同じ動きをする鏡シートがおもしろく、何度も繰り返して体を動かしてみたりするう

ちに、鏡シートに映っている自分の存在に気づきました。 

自分でやってみたいという思いを大切に、様々な経験を重ねることが自立心につながっていきます。 

環境構成の工夫 

座ったり寝転んだりした状態でも見える位置に鏡シートを置き、保育者が鏡に一緒に映ってみたり、

子どもが鏡に映った友だちや自分の姿に気がつくように声をかけたりしました。そうすることで鏡シー

トに映る自分に気づくことができました。 

自立心 
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ひとりでできたー！ 
令和元年 12 月５日 

最近、紙おむつから布パンツで過ごすように

なった A。好きなキャラクターのパンツが嬉し

くて、自分で履こうとする姿が見られます。し

かし、パンツに足を通すことはまだ難しく、チ

ャレンジしてみますが通すことはできません。 

 

そこで足を通すのを保育者がさりげなく援

助すると、そこからは自分でパンツを上げ履こ

うとします。保育者に手伝ってもらいながらも

自分で履けたことが自信となり、次はズボンを

履く事にもチャレンジしました。すると、ズボ

ンにも自分で足を通す事ができ、一人で最後ま

で履く事ができました。A は“自分ででき

た！”という満足気な表情で、達成感を味わっ

ていました。 

また、その隣で Aの姿を見ていた B は、刺激を受けて自分でパンツを履こうとしていました。 

学びのポイント 

まだ一人ではパンツの穴に足を通せませんが、保育者がさりげなく援助することにより自分で最後ま

でパンツを履くことができました。そのことが、自分でできたという達成感や自信につながりました。 

環境構成の工夫 

自分でパンツやズボンの着脱がしやすいように台を用意しておき、進んで履くことができるようにパ

ンツとズボンを用意しておきました。自分で着脱しようとする気持ちを大切にしながら援助をして、で

きたときは保育者も一緒に喜び、思いを共感できるようにしています。 

自立心 
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もう怖くないで！ 
令和元年 10 月 25 日 

秋頃になると、子どもたちの動きも活発にな

り、気候もよいので散歩に出かける機会が多く

なっていました。普段からよく出かける公園に

は、少し大きめの複合遊具があります。 

 

 

Ａは、怖いけれど大きな滑り台を滑りたいと

いう思いがあり、一番に丸太の階段を上ってい

きました。しかし上につくと、やはり高いとこ

ろが怖いので足がすくんでしまい、「怖い！無

理！」「先生、助けて～」と弱々しい声で助けを

求めていました。滑り台からおろしてあげる

と、また上っていきます。保育者と一緒に滑る

ように誘ってみたけれど、だめでした。 

すると Bが「一緒に滑ったろか？」と声をかけてくれました。普段から仲のいいＢが声をかけてくれ

たことにより、Ａもすんなり「うん。」と言い一緒に滑り台を滑ってみました。「楽しい！怖くない！」

何度か一緒に滑った後、今度は一人で滑ります。「楽しいなぁ！」「もう怖くないで！」と滑れたことが

嬉しく、得意気な表情でした。 

学びのポイント 

仲良しの友だちが声をかけてくれることで、怖いけれど一緒にやってみようという気持ちが生まれま

した。友だちと一緒という安心感のもと挑戦し、滑れたことが自信につながり、一人でも滑ってみよう

という気持ちにつながりました。 

環境構成の工夫 

怖いけれど滑ってみたいという A の気持ちを汲み取り、見守りながら援助するようにしました。無

理強いすることはせず、子どもの姿に合わせて思いが満たされるようにかかわっています。 

自立心 
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わたしもやってみる！ 
令和元年９月 19 日 

A は経験が少ないことに対しては、「できない。」と

言うことが多いのですが、鉄棒で“豚の丸焼き”がで

きるようになると、毎日取り組むようになりました。 

A が「鉄棒やりたい！」と始めると B と C もやっ

てきました。A は保育者に援助をしてもらいながらツ

バメを、B は豚の丸焼きを、その近くで C は自分で足

抜き回りをしていました。A も B も足抜き周りをし

たいのですが、少し怖いと思っています。AB「C ち

ゃん、すごーい！！」と言って拍手をすると、Cは照

れて嬉しそうにしていました。 

 

「Ａもやってみる！」保育者に援助をしてもらいな

がら足抜き周りを成功させることができました。「で

きた！！！」と目を真ん丸にして大喜び。Ｂは、どう

しようか迷っている様子でした。「Ｂちゃんもやって

みる？」と保育者が声をかけるとうなずき、保育者に

援助してもらって成功しました。「やった！できた！」

と 3人で飛び跳ねながら大喜びしていました。 

 
Ａ「みんなにも言いたい！ニュース(話し合い)する！」話し合いの時間にＡとＢは、はりきって手を

挙げ話をしました。Ｂ「今日ね、初めて足抜き回りできた！」 他の子どもたち「えっ、そうなん⁉」 

保育者「Ａちゃんもできたね。」 Ａ「最初ちょっと怖かったけど、できて嬉しかった！」 他の子ども

たち「すごいやん！すごいなぁ。やりたい！」 

その後、他の子どもたちも足抜き回りにチャレンジするようになりました。 

学びのポイント 

ＡとＢは、Ｃの姿に刺激を受け“できるようになりたい”という気持ちをもってチャレンジしました。

ＡとＢは足抜き回りが成功して達成感を味わい、さらに意欲的に取り組むようになりました。Ｃは友だ

ちに認められたことで自信をもちました。さらに、話し合いの場で成功した喜びを伝え、友だちと共有

したことで、話を聞いたクラスの友だちにとっても刺激となりました。 

環境構成の工夫 

体を動かす楽しさを感じられるように、色々な運動遊具を少しずつ準備しました。友だちの様子に気

づくように見えやすい場所に鉄棒を置くことで、チャレンジする友だちが見えるようにしましました。

話し合いの時間にがんばった姿を認め合うようにしました。 

自立心 
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逆上がりしたい！ 
令和元年 10 月 17 日 

子どもたちは、進級当初より、体を動かすこ

とが好きで楽しんでいました。 

運動会後、5歳児の影響もあって「逆上がり

したい！」と練習を始めました。逆上がりので

きるA が登り棒の一角で練習して、できるよう

になったことを思い出し、まずは「ここで練習

しよう」と数人が登り棒の一角に集まりまし

た。 

「やってみるわ」この場所で練習をし、少し

ずつコツをつかみ始めました。A が「見本見せ

てあげる」と登り棒に足をかけて、蹴り上げる

ところを見せます。「もう少し！」と互いに応援

しあい、繰り返し遊んでいました。 

登り棒を利用して、逆上がりができるように

なると自信をもち、「次は鉄棒でやってみたい」

と５歳児の使っていた補助紐を使い練習を始

めました。 

初めはなかなかできませんでしたが、「足もっと伸ばして」「腕は曲げて！」などと声をかけ合うこと

でフォームを意識し始めました。もう一息のところで落ちてしまう友だちのお尻を持ち上げ、助け合う

姿も見られます。数日に渡って諦めずに練習を続けた結果、「一人でできた！」、補助紐を使って数名が

できるようになりました。「みんなでするから見てて！」と友だち数人で一斉に逆上がりをし、できた喜

びを友だち同士で分かち合い、保育者にも伝えていました。 

学びのポイント 

一人ひとりが「逆上がりがしたい」と自分なりの目標をもって、何度も繰り返し練習しました。また、 

友だちの経験を真似て、鉄棒だけでなく固定遊具（登り棒）を活用するなど、練習方法を考え工夫して

取り組みました。また、友だち同士で教え合ったり励まし合ったりしながら取り組んだことで、あきら

めずに何度も挑戦しようとする意欲が高まっていったようです。 

環境構成の工夫 

安全面に配慮して、登り棒をしたい子どもたちに少し場所を空けてもらうようにし、挑戦できる場

を確保しました。また、５歳児が使用した鉄棒の補助紐をそのまま使用できるようにしておいたり、何

度もチャレンジできる時間を保障したりしたことで、憧れの気持ちから自分もやってみようという意

欲につながりました。 

自立心 
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ぼくにもできたよ！ 
令和元年 11 月 27 日 

 近隣の小学校との交流で、小学生がつくった

ゲームで遊ぶ機会がありました。その中で、A

は「丸い穴のところに投げてるんだけど、なか

なか入らないんだ。穴が小さいから難しい。」と

言いながら、ストラックアウトを楽しんでいま

した。 

 

園に戻るとさっそく、ストラックアウトづく

りが始まりました。A が「小さい穴のままでい

いよ。」と言いながらつくっていると、B が「じ

ゃあ、私はお星さまの形にしようかな。ギザギ

ザのところに入れるのは難しいかもしれな

い！」と話し、意見を出し合いながら段ボール

に穴を開けていきました。小学校のストラック

アウトには点数もついていたので、穴ごとに点

数も決めていきました。 

完成すると、さっそく遊び始めます。最初は小さな穴には入らなかったものの、コツを掴むと少しず

つ入る回数が増えていきました。周りの友だちも興味をもち、ボールが穴に入ると一緒になって喜んで

いました。A は「頑張ったからできるようになったよ！僕、すごいね！」と満足し、友だちにも認めら

れ、達成感に満ちた表情をしていました。 

学びのポイント 

楽しかった経験から、自分でもその遊びを再現しようと、園にあるもので工夫してつくっていました。

できるまでチャレンジしたいという子どもの思いを大切にし、試行錯誤しながら何度も繰り返して遊ぶ

時間をもちました。自分でゲームをつくりボールを入れることができた喜びを味わうとともに、友だち

からも認められ、自信につながりました。 

環境構成の工夫 

挑戦したいと思ったことに取り組めるように、様々な素材を準備したり用具をそろえておいたりしま

した。遊ぶ時には、他の遊びと交錯しないように場の設定を工夫し、子どもの活動を見守りました。 

自立心 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

協 同 性 

 

友達と関わる中で、互いの思いや考えなどを共有し、共通の目

的の実現に向けて、考えたり、工夫したり、協力したりし、充実

感をもってやり遂げるようになる。 
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友だちと一緒♪ 
令和元年 10 月 21 日 

まだ歩行が安定していない子どもの移動に

は、ワゴンを使用する時があります。どんどん

歩ける子どもが増え、ワゴンに乗る子が少なく

なった外遊び日和の日のこと。 

 

探索活動を楽しむ A が端に置かれているワ

ゴンに気づき、ワゴンの紐を持ちながら保育者

に“これ出して”と訴えてきました。保育者が

テラス中央にワゴンを出し、そばに寄ってきた

子どもを乗せると、Aは保育者が普段している

ように紐を引っ張って動かそうとします。“楽

しそう！”“僕も！”と他の子どもも集まっ

て来て、なかなか動かないワゴンを「なんとか

動かそう」と一生懸命に引っ張る姿はとても可

愛らしいものでした。 

また、園内ではこんな姿も見られました。乗り物が好きな B がコンビカーやワゴンに乗ると必ず C

がやってきて、後ろから膝歩きで押します。B は“Cがいつも押してくれる！”と感じたようで、その

うち、乗り物に乗ると“Cくん押して～”と熱い視線を送って C を待つようになりました。まだ一人で

は動かすことのできないコンビカーやワゴンですが、友だちと一緒に楽しむことができました。 

学びのポイント 

身近な大人が普段していることを模倣しようとしていました。また、そんな友だちの姿を見て、「一

緒にしよう」とする子どもも出てきました。遊びや生活の中で徐々に人への興味が高まり、友だちの存

在に気づきます。保育者の仲立ちによって友だちとかかわり、「楽しい」という気持ちを共有できるよ

うになっています。 

環境構成の工夫 

 まだ自分の思いを言葉にできない０歳児のため、喃語や身振り、視線などの子どもの表情やアピール

を見落とさないよう気をつけています。保育者との信頼関係を基盤にしながら、周囲の友だちへも関心

をもち始めたので、かかわりが楽しいと感じられるように、保育者が仲立ちとなって遊べるようにしま

した。 

協同性 
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一緒に！ 
令和元年 10 月 

A がブロックを高く積み上げて楽しんでい

ました。その様子を見ていた Bがそばにやって

きて一緒に積み始め、自然と順番を交代しなが

ら交互に積んでいくようになりました。 

すると、高くなったことでブロックのバラン

スが崩れて倒れてしまい、２人で「あぁ～！」

と言っていました。その様子を見ていた保育者

が「あぁ～！倒れたねー！もう一回！」と言う

と、再び積み上げたものの、また倒れてしまい

ます。今度は３人で「あぁ～！」と言うと、高

く積むことよりも倒れて「あぁ～！」と言うこ

とが楽しくなり、少し積んではどちらかが倒し

て大笑いしながら、繰り返し遊んでいました。 

 

倒すことを楽しんでいた２人ですが、Bが「高

く！高く！」と言ったことにより、再び協力し

て積み始めます。 

保育者が「高くなってきた！ゆっくりね！」と、声をかけると慎重に積んでいき、初めに遊んでいた

時よりも高く積むことができました。 

高く積み上がったブロックを見て、２人とも手を叩いて喜んでいました。 

学びのポイント 

友だちと順番を交代しながらブロックを一緒に積み上げ、高くなるドキドキ感や倒れた時の驚き・楽

しさを、言葉や表情・仕草を通して友だちと共有しています。また、「高く！」と、やってみたいことを

言葉で友だちに伝えたことで、目的の共有ができました。 

環境構成の工夫 

積む・つなげるなどの遊びがしやすいように、低い机を出して遊びの場を整えました。子どもが遊び

の中で何を楽しんでいるのかを読み取りながら、見守ったり思いに共感したり遊びが盛り上がるような

声をかけたりと、目的が実現できるように援助しました。 

協同性 
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『バスごっこ』したい 
令和元年 11 月 19 日 

ままごと遊びが好きで、お弁当をつくったり

赤ちゃんのお世話をしたりして楽しんでいま

す。ある日、Aが「バス乗りたい！」と話した

ことをきっかけに、保育者が椅子をバスに見立

てて用意すると、周りの友だちも集まってきて

一緒にバスごっこを楽しむようになりました。 

 

A「動物園行くよー。しゅっぱーつ」と“動

物園に行こう”の歌を歌いながら、バスに乗り

ます。B は「あっ！ハンドルつくってくる！」 

と、井形ブロックを丸くつないでハンドルに見

立てて運転します。Cは「お弁当を持って行く

ー！」とつくったお弁当を持ってきました。D

は「赤ちゃんもつれてくるわ」と人形を抱いて

バスに乗り込みます。他の子どもも友だちを真

似て、バスは満員になりました。 

しばらくすると、A は「お弁当食べるよー。

一緒に食べよっか」とテーブルへ行き、お弁当

を広げて食べ始めました。 

 

学びのポイント 

初めは 2～3人で遊んでいましたが、保育者が並べた椅子をバスに見立て、「動物園に行こう」「うん」

「お弁当を食べよう」と思いを伝え合いながら、遊びが広がっていきました。秋の遠足でお弁当を食べた

ことや家での経験をもとに、クラスのみんながイメージを共有して楽しく遊ぶことができました。 

環境構成の工夫 

子どもの思いが実現できるように、保育者がバスに見立てて椅子を並べました。また、お弁当箱やナ

フキンの数を増やしたり、お弁当に見立てられるような素材も用意しました。じっくりと遊べる時間を

とり、子どもたちのやり取りを見守りながら、イメージが広がるような声をかけたことで、遊びが継続

していきました。 

A「ウィンナー入ってるで！」「おにぎりおいしいなぁ」と話しながら、見立て遊びを楽しんでいます。 

その様子を見て、他の子どもたちもお弁当をつくって来て一緒に食べました。 

保育者「次はどこいく？」 D「おかいものー！」「しゅっぱーつ！」と遊びが続いていきます。 

協同性 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

‐16‐ 

みんなで手をつなごう 
令和元年６月５日 

園庭で、４歳児が数人でバランスカーに乗っ

ているのを見た Aは、「Aちゃんもやりたい！」

とチャレンジし始めました。しかし、上に乗る

ことはできたものの進むことができません。そ

こへバランスカーに乗っていた４歳児の B が

来て手をつないでくれたので、前に進むことが

できました。 

 

周りで見ていた３歳児数人が自分もやりた

いとやってきます。やはり、上に乗ることはで

きても前へ進むことができません。すると、先

程４歳児の B に手をつないでもらっていた A

が「手つないだらできるで！」と教えてくれま

した。何度かチャレンジすると、２人ずつ手を

つないで進むことができました。 

 

最後には、４人が横並びに手をつないで挑戦

します。一斉には進めないと気づいたようで、

自然と１こぎずつ交代しながら進みます。 

しかし、４歳児と手をつないでいた時と違って、全員がバランスカーに乗っているため、方向がそろ

っていないと、進行方向が重なってしまったり離れて行ってしまったりします。その度に「まっすぐし

よ（並べよう）！」「もういっかい（手を）つなご！」といってやり直し、楽しんでいました。 

学びのポイント 

 「前に進みたい」という共通の思いをもって、友だちと一緒に取り組みました。手をつなぐと進みや

すいことを友だちと共有し、動くタイミングをずらしたり一定の距離を保ったりしながら、工夫して遊

んでいました。 

環境構成の工夫 

伸び伸びと体を動かして挑戦することができるように、広く使える安全な環境を整えています。こ

の時期に興味をもつであろうバランスカーは、十分な数を用意しました。異年齢児と運動遊具に取り

組む場所を共有することで、見て学んだり教え合うことができました。 

協同性 
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パトロール行ってきまーす！ 
令和元年 11 月 21 日～ 

朝から A の登園を待っている B と C。保育

者「A 君早く来てほしいね」 B「A 君が来た

ら警察官ごっこしようって約束しているね

ん！」 C「早く来ないかな～」と、会話からワ

クワク感が感じられます。 

 

B「A 君来た！早く遊ぼ～」 A「僕は警察署

でパソコンの仕事するわ！」 保育者「パソコ

ンの仕事もあるの？」 A「この前テレビでし

ててん！」と、ひらがなスタンプをパソコンに

見立てて遊んでいます。 B「じゃあ、僕は防犯

カメラ動いているか見てくるね！」 C「僕も

防犯カメラ一緒に見るわ！」 B「ここには犯

人が映っていません」 C「こっちの防犯カメ

ラ壊れています！修理しないといけない」と、

各々の警察の仕事が始まりました。 

丸と半円のソファーを組み立てた場所は警察署で、警察ごっこをしている子どもたちが集まってきま

す。D「廊下には泥棒がいませんでした」 B「今日は平和やな～。パトカーでパトロール行ってきま

す」と廊下に出かけて行ったり、「ベランダからお山もパトロールしよう！」とベランダに椅子を並べた

りしながら、遊びは続いていきます。 

学びのポイント 

防犯教室で出会った警察官から刺激を受け、テレビで見た警察の仕事を再現して遊んでいました。初

めは各々が警察になって遊ぶことを楽しんでいましたが、警察の帽子・警察のワッペンなどをつけるこ

とで“同じものを身につけ一緒に遊ぶ嬉しさ”を感じていました。また、警察署が基地となり、警察官

になりきっていろいろな仕事を考えて遊んでいました。何気ない子ども同士の会話の中で“警察ごっこ”

のイメージが具体化され、友だちと共有することで子ども同士がつながっていきました。 

環境構成の工夫 

警察の帽子が遊びのきっかけとなっていたので、欲しい時に保育者が援助しながら一緒につくるよう

にしました。また、自分たちで警察官が使う道具をつくれるように、紙類や箱類、ペーパー芯などを準

備しました。子ども同士でなりきって遊んでいる雰囲気を大切にしながら、見守ったりイメージが共有

できるように声をかけたりしています。 

協同性 
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一緒につくろうや！ 
令和元年９月２日 

A「恐竜つくろう！大きいのにしたい！」恐竜

が大好きな A の言葉を聞いて B も一緒につく

り始めました。 Ｂ「そしたら、段ボールでつ

くろうや」 Ａ「いいよ！」 Ｂ「段ボール探

してくるわ」 Ｂ「これで、立つように脚つく

ろ！！」 Ａ「これで立つん？」 Ｂ「立つよ！

ガムテープで止めたら大丈夫やろ」 Ａ「ガム

テープ自分でちぎれるようになったで」  

 

 二人の様子を見て、そこに C が加わります。 

Ｃ「僕ここもっとくわ」 Ａ「ここちゃんと持

ってて」 Ｃ「ここ？」 Ａ「そう！」 Ｂ「そ

したら貼っていくわ」 Ａ「体もくっつけよー

や！これでいける？」 Ｂ「いけるやろ」  

Ａ「体もっとくわ」 Ｃ「僕ここおさえとく」 

Ａ・Ｃ「くっついた？」 Ｂ「ちょっと待って。もうちょっとしっかりくっつけるから」 Ａ「でき

たら恐竜博物館しよ！」 Ｂ「そうしよう！」 

 

恐竜が出来上がると、恐竜の周りをイスで囲み、恐竜博物館にしました。すると、たくさんの子ども

たちが恐竜博物館に興味をもち、恐竜を見にやってきます。A・B・Cは博物館の人になって、お客さん

に恐竜の説明をして遊びを楽しんでいました。 

学びのポイント 

「大きいのがつくりたい」という思いに共感した子ども同士がつながって遊び始めました。“大き

い”ことで一人では扱いきれず、自然と役割分担をしながら共通の目的に向かっていきました。お客さ

んに恐竜の説明をする姿からは、協力してつくり上げた喜びがうかがえます。 

環境構成の工夫 

普段から段ボールをたくさん準備していたことで、大きな恐竜をつくるという思いを実現すること

ができました。保育室でつくるように場所を確保したことで、他の場で遊びを見ていたＣも加わり遊

びを楽しむことにつながりました。 

協同性 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

道徳性・規範意識の芽生え 

 

友達と様々な体験を重ねる中で、してよいことや悪いことが分

かり、自分の行動を振り返ったり、友達の気持ちに共感したりし、

相手の立場に立って行動するようになる。また、きまりを守る必

要性が分かり、自分の気持ちを調整し、友達と折り合いを付けな

がら、きまりをつくったり、守ったりするようになる。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

‐19‐ 

なんでも僕のもの 
令和元年１０月２１日 

A と保育者が、絵本を見て遊んでいると、B

が近づいてきて、その絵本を取ろうとしまし

た。Aは全体重をかけて引っ張り、自分のもの

であると主張します。保育者が「Aちゃんの絵

本よ」と Bに声をかけますが、B は引っ張り続

けます。A は全く絵本を離す気配がありませ

ん。 

 

B は保育者に助けを求めるように、視線を向

けます。 保育者「だって、Aちゃんの絵本だ

もんね」しばらく、引っ張り合いが続きます。 

 

ついに、Bは引っ張りながら泣き始めました。

それでも A は、気にせずぐいぐい引っ張りま

す。Bが泣きながら絵本を離しました。 

保育者「B ちゃん、絵本欲しかったんやねー。これは、Aちゃんの絵本。こっちが、Bちゃんの絵本。

どうぞ」と、別の絵本を渡しました。Bは絵本を受け取り見始めました。 保育者「絵本見れて、よか

ったねー」 

学びのポイント 

自我が芽生え、「これ僕の！」と自己主張をしっかりするようになってきました。まだまだ自分のも

のと人のものの区別がつかず、言葉で説明して理解できる時期でもありません。しかし、欲しいと思っ

たものが必ずしも自分のものにならないことを経験したり、友だちに自分のものを取られたり、０歳児

なりに様々な体験をしていくことが、『人のものをとってはいけない』という『ルール』につながってい

きます。 

環境構成の工夫 

今回は、A が絶対に絵本を離さないであろうと予測し、B の行動をすぐに制止せずに見守ることにし

ました。保育者がすぐに止めたり解決したりするのではなく、いつでも手助けできる状態で見守る姿勢

を心がけています。また、一人ひとりの思いを丁寧に受けとめるとともに、十分な数の遊具を準備して

おいて、一人ひとりの遊びたいという気持ちが満たされるようにしています。 

道徳性・規範意識の芽生え 
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一緒に 滑ろう 
令和元年９月 13 日 

A が滑り台の上でのんびりとくつろいでい

ます。「気持ちいいな」と保育者とやりとりした

り“お兄ちゃん いてるかな”と園庭にいるお

兄ちゃんを探したりしながら、見ています。す

ると、「B ちゃん きた」と、後方から階段を登

ってくる B に気づきました。 

 

 

 

「どうしようか…」と考えている様子の A。も

う少しゆっくり座っていたいなという思いと、

僕が滑らないと B が滑れないと B を気遣う複

雑な思いが読み取られます。 

B も、Aの気持ちを察するかのように「一緒に滑ろう」と誘います。A は B の温かい誘いの言葉に

「うん」と即答し、二人一緒に滑り台を楽しみました。 

学びのポイント 

いつもとは違う風景が見られる楽しさを滑り台の上で感じていました。そこに B がやってきたこと

で、〝友だちが来たから滑ろうかな”〝それとも座っていようかな”と考えているようでした。そして、

１歳児なりに、友だちが来たから滑らないといけないなぁという気持ちになったようです。 

環境構成の工夫 

1 歳児は自分の思いを十分に言葉で伝えられず咄嗟に手が出てしまうこともあるので、一人ひとりに

合わせた見守り方や援助をしています。また、保育者が子どもの思いや気持ちを代弁したり友だちのよ

いところを言葉で伝えたりしながら、自分と友だちの違いに気づき興味をもってかかわれるようにして

います。この場面では、相手に対して互いに心地よいかかわりをしようとしている姿を見守りました。 

 

道徳性・規範意識の芽生え 
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大波～小波～大きい波がやってきた～小さい波がやってきた～ 

     ～ 赤ちゃん笑ってるかな？ ～ 令和元年５月 23 日 

わらべうた『大波小波』を歌いながらバスタ

オルに子どもたちを寝かせ触れ合い遊びをし

ました。初めて遊んだ時には、「やらない」と遊

ばずに見ていた子どもや、緊張からか体に力が

入っている子どももいましたが、回数を重ねる

ごとに楽しみ、バスタオルに身を預けるように

なってきました。また、「楽しい」「またやりた

い」「気持ちがいい」と、喜ぶ子どもの姿も見ら

れました。 

子どもたちが、楽しかった経験を人形を使っ

て再現して遊ぶようになりました。それぞれが

抱いていた人形をバスタオルに乗せ、歌を歌い

ながらバスタオルの両端を持とうとするので

すが、端まで手が届きません。また、バスタオ

ルを両手で持つと、立ち上がれず思い通りにい

きません。「誰か手伝って～」と、保育者や友だ

ちに助けを求めました。 

保育者が、「友だちが困っているよ」と周りの友だちに声をかけると、たくさんの子どもたちが集まっ

てきました。それぞれがバスタオルの端を持ち、「大波～小波～大きい波がやってきた～」と、赤ちゃん

をあやすように歌いながら、人形が「泣いていないかな？」「笑っているかな？」と覗き込む表情は、自

分たちがいつもしてもらっている保護者からの愛情そのままを表した姿だと感じました。 

学びのポイント 

クラス全員が経験した遊びということもあり、共通のイメージをもって、人形に優しく接したり愛情

をもって声をかけたりする姿が見られました。また、保育者や友だちと一緒に遊ぶことで、かかわりが

広がりました。助けを求めた子どもたちにとっては、すぐに友だちが来てくれて友だちの優しさにふれ、

安心できる仲間と一緒に遊びを楽しむことができました。 

環境構成の工夫 

子どもたちが思わず口ずさみたくなる歌や身近にあるバスタオルを使って、保育者がモデルとなり、

子どもたちと一緒に遊びを楽しみました。また、子どもたちが模倣して遊べるように、バスタオルを準

備しておきました。子ども同士や人形への優しいかかわりを認めながら、友だちの思いに気づいたり一

緒に心地よく生活できるように援助しています。 

道徳性・規範意識の芽生え 
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信号つくろう 
令和元年５月２８日 

ダンボールなどを使って電車ごっこを楽し

んでいた子どもたち。画用紙の端紙と段ボール

をセロハンテープで貼り合わせたものを持っ

てきて、Ａ「先生、信号」と見せてくれました。 

保育者「よく考えたね。ほんとだ、信号だ」す

ると、興味をもったＢがやってきて、Ｂ「棒が

いるんちゃう？」と提案します。保育者が棒を

用意すると、ガムテープを使って２人で信号を

完成させ、協力してワゴンに貼りつけました。

そして、信号をどこに置くのがいいか、保育者

も一緒に加わって話し合い、置く場所を決めま

した。 

 

Ａ・Ｂは信号のそばで電車が来る様子をしば

らく見ていました。電車を走らせていた子ども

たちが信号を見つけると、「今、青」「あっ、赤

になった」と、信号を見て遊び始めました。 

信号に気づかずに電車を走らせることに夢中で遊んでいる子どもたちもいます。保育者が「黄色です

よ、赤になりました」と信号の横に立って声をかけると、運転手の子どもがピタッと電車を止め、保育

者が次に「青です」と言うのを待っています。保育者がその場を離れると、代わりにＡが信号の横に立

ち、Ａ「赤」と声をかけ始めました。Ａの声を聞いて電車の子どもたちは止まり、Ａの「青」の声でま

た走り出しました。 

学びのポイント 

Ａ・Ｂはつくった物を遊びの中に取り入れてもらったことに喜びを感じ、遊びの楽しさを味わってい

ました。保育者から A に代わっても、子どもたちは A の声に動きを合わせ、止まったり進んだりを繰

り返していました。遊びの中でルールが生まれ、そのルールを守ることで楽しさが増していきました。 

環境構成の工夫 

端紙やセロハンテープ、ガムテープなど、保育室にあるものをいつでも使える環境が、自由な発想や

工夫、協力を生んだと考えます。しかし、３歳児だけでは完成まで近づけません。子どもたちの主体性

を大切にしながら、保育者は遊び方を提案したり一緒に遊びを楽しんだりすることで、ルールを守るや

りとりに発展していきました。 

  

道徳性・規範意識の芽生え 
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トロッコひいて、うんとこしょ どっこいしょ 

令和元年 11 月 11 日 

トロッコをつなげて引っ張る子どもたち。 

A「ひも（ロープ）をちゃんと前のタイヤにひ

っかけないとつながらへんで」 B「６台つな

げても、動くかな？」 C「C は、力持ちやか

ら一人で大丈夫！」と言いながら、C一人で挑

戦するものの、10 人以上が乗ったトロッコは

びくともしません。 

 

「そうや！スケーターで引っ張るわ！」と、

D が何かひらめいたようです。そして、ワクワ

クした表情でスケーターを勢いよくこいで戻

ってきました。D「ひもをここ（ハンドル）に

つなげて、こぐねん」と言いながら、後ろで動

くのを待っている友だちの期待に応えようと

奮闘しています。連結ができ、いざスタート！   

しかし、全く動きません。 

動かないトロッコに落胆する暇もなく、力自慢の C が声をあげます。 C「D ちゃんの後ろから引っ

張るわ！」 E「私も手伝う」とトロッコから飛び降り E が C の背後に回り腰を持ちます。 F「うん

とこしょ。どっこいしょ。みたいやな～」 

みんなの力が合わさり、トロッコは少しずつ前進していき、進むたびに歓声があがっていました。 

学びのポイント 

友だちと誘い合って、遊びに使いたいものを用意してイメージを共有しながら遊んでいます。トロッ

コが動かなくなると、次の手段を考えていました。おそらく、スケーターはスピードが出る乗り物と理

解しているのでしょう。引っ張る力をスピードで補えるのではないかと考えたものの動きませんでし

た。引っ張る力が足りないことに気づき、困っている友だちを助けようとする思いやりの気持ちを感じ

ました。 

 

 環境構成の工夫 

体育倉庫から遊具や用具を取り出せるように整頓し、絵で表示することにより、子どもたちがやりた

い遊びを自分で選べるようになりました。子どもたちが考え出した遊びを見守り、「うまくいかないかも

しれない」と感じるようなことでも答えを先に出さないように心がけました。そうすることで、自分た

ちでより遊びが楽しくなるように力を合わせる姿へとつながっていきました。 

道徳性・規範意識の芽生え 
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おサルさんのブランコづくり 
令和元年 10 月～11 月 

うんていの上に立ってみたり、セーフティマット

に向かってジャンプしたりして、サルごっこを楽し

んでいた子どもたち。 

ある日、A が「もっと面白いことしたいなぁ！」

と言って、倉庫から縄を持ってきてうんていに吊る

し、ブランコをつくりだしました。周りで遊んでい

た子どもたちも興味をもち、「ブランコやりたい！」

と、つくりだしました。ブランコに加えて綱渡りも

増え、「なんかジャングルみたいやなぁ！」と、サル

ごっこの遊びがさらに盛り上がっていきます。 

 

遊びは楽しく展開していったものの、うんていで

は他の遊び方をしている子どももいて、危険を感じ

ることがありました。そこで、保育者「ブランコで

遊ぶの楽しいけど、違う遊びをしている友だちは危

なくないかな？」と問いかけると、子ども「ジャン

プする人の首とか足とかに引っかかって危ない」「じ

ゃあうんていの端っこでしたら邪魔になれへんのち

ゃう？」 

ジャンピングは真ん中、ブランコは端と遊ぶ場を区切って、子どもたちなりに安全に遊べる方法を考

えてみましたが、それでは、うんていを渡る友だちが遊べなくなってしまいます。その状況を子どもた

ちが知ると、「他に吊るせるとこないかな？」と、園庭内で別の場所を探し始めました。 B「ここ(太鼓

橋)ぶら下げてみよっか」 C「ここやったら邪魔にならへんな」 D「赤い鉄棒はー？」 E「ここちょ

うどいいな。小さい組さんもできるんちゃう？」と、みんながやりたい遊びを楽しめるように考えるこ

とができました。 

学びのポイント 

スリルを味わいながら楽しくチャレンジして遊ぶ中にも、危険につながることを子どもたちなりに予

測し、安全に遊べる方法を考えていました。自分たちだけが安全に満足して遊ぶのではなく、遊ぶ空間

を共有している周りの友だちにも目を向けて、違う遊びをしている友だちの側ではひもを吊るさないよ

うにしたり、年下の友だちでも乗れるようなブランコづくりをしたりしていました。 

環境構成の工夫 

様々な運動遊びに果敢にチャレンジする子どもたちが、自分たちで思いついた遊びをより楽しく展開

していけるように、子どもたちと一緒に話し合い、試しながら安全に遊べる環境づくりをしていきまし

た。他クラスの友だちと共有している園庭なので、遊び方を全体で共通理解したり、子どもたちが危険

な遊びをしていないか見守ったりしました。今までの経験から、みんなで楽しむためにはどうすればよ

いか考える中で、思いやりの気持ちや遊びのルールに気づくきっかけとなりました。 

道徳性・規範意識の芽生え 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

社会生活との関わり 

 

家族を大切にしようとする気持ちをもつとともに、地域の身近

な人と触れ合う中で、人との様々な関わり方に気付き、相手の気

持ちを考えて関わり、自分が役に立つ喜びを感じ、地域に親しみ

をもつようになる。また、幼保連携型認定こども園内外の様々な

環境に関わる中で、遊びや生活に必要な情報を取り入れ、情報に

基づき判断したり、情報を伝え合ったり、活用したりするなど、

情報を役立てながら活動するようになるとともに、公共の施設を

大切に利用するなどして、社会とのつながりなどを意識するよう

になる。 
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これって何なん？ 
令和元年８月１日 

食事準備ができるまで気分転換に園内を散

歩しました。 

職員室の前まで来たところで事務員さんに

「おもしろいものがあるよ！」と声をかけら

れ、農園で収穫したキュウリとピーマンを見せ

てもらいました。大きく育ったキュウリと赤と

緑になったピーマンを二人とも不思議そうな

顔で見ています。食べられるものということは

分かっていない様子ですが、調理する前の野菜

に触れる機会はなかなかないので、そっと触っ

てみるように伝えてピーマンを手渡すと、恐る

恐るといった様子で手に持ち、じっと見ていま

した。 

 

小ぶりのピーマンを手にギュッと持ってい

たので、「保育室に持って帰ってもいいよ」と言

ってもらいましたが、持ち帰ってもっと見たい

という気持ちにはならなかったようで、事務員

さんに返していました。 

食事までの待ち遠しい時間、職員室で事務員さんに声をかけてもらったことで、調理前の野菜と出会

うことができました。 

学びのポイント 

この時期の０歳児は、人見知りをする子どもが多く、担任以外の大人とかかわることが他の年齢に比

べ少なくなります。立ち寄った職員室で“これなんだろう”と思った興味あるものを通して、事務員さ

んとも交流をもつことができました。 

 

環境構成の工夫 

０歳児は特定の保育者との安定した関係を基盤に、徐々に周囲の大人や友だちへと関心を広げ、働き

かけていきます。園内には、子どもたちに愛情をもって声をかけてくれる担任以外の大人が多くいるの

で、積極的にかかわりをもつようにしています。 

社会生活との関わり 
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ねんねしよ 
令和元年 11 月 20 日 

少しずつ園での生活に慣れてきた子どもた

ち。不安いっぱいだった春とは違い、保育者か

ら離れて遊べるようになり、友だちにも興味・

関心をもつようになってきました。 

 

給食前に、少し眠くなってきた Aは、ままご

との人形用の布団をひっぱりだし、それを枕に

して寝転がりました。するとそれを見た Bが、

もうひとつ布団を持ってきて「自分も！」と、

お腹に布団をかけて隣に寝転がります。それを

見たA も真似をして布団をお腹にかけます。他

の子どもたちも続々と真似をして、その後は遊

びの中で“ねんねブーム”が広がりました。 

 

また別の日、Aが寝ていると、B は保育者が

お昼寝時にしているように、A の背中をトント

ンとリズムよく撫でて寝かせてあげる真似を

していました。 

その日はそれがとても楽しかったようで、Aと Bは何度も交代しながら、お互いに寝かせ合いごっこ

を楽しんでいました。それからも“ねんねブーム”は続き、友だちだけではなく、人形を寝かせるごっ

こあそびも楽しめるようになっています。 

学びのポイント 

友だちに興味・関心が出てきたことで、友だちのしぐさや行動を真似て同じように遊ぼうとし、友だ

ちと簡単なごっこ遊びをするようになりました。また、自分が昼寝の時に優しく接してもらっている経

験を遊びの中に再現して楽しんでいます。 

環境構成の工夫 

日頃から保育者との１対１のかかわりや触れ合い遊びを取り入れ、愛着関係を育み、子どもの心の安

定を図ってきました。保育者との温かい関係のもと、友だちがしていることに興味をもち、友だちと一

緒にすることが楽しいと感じるようになっています。身近な人とのかかわりの中で安心感をもち、人と

かかわることの心地よさや楽しさを感じることで、自分から周囲へかかわっていくようになっていきま

す。 

 

 

 

 

 

 

社会生活との関わり 
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スーパーごっこ 

 
令和元年９月 

園庭の玩具入れのカゴを持ち、カゴの中に型

抜きやスコップ・コップなど、たくさんの玩具

を入れ始めた子どもがいました。「何してる

の？」と聞くと、「お買い物してるねん！」と答

えたため、違う種類のカゴをレジに見立てて

「いらっしゃいませー」「レジありますよー」と

保育者がお店屋さんになりました。すると、「す

いませーん！これくださーい！」とやってきた

ので、「ピッ！１００えーん！」とレジをする

と、スーパーごっこが始まりました。 

 

「ありがとうございました！また来てくだ

さいねー！」と遊んでいると、その様子を見て

いた他の子どもたちも、次から次へと色々な玩

具を持って来ます。「すいませーん！これくだ

さーい！」と、遊びが広がっていきました。 

「Aもやりたい！」とお店屋さん役になりきる子どもも出てきて、子ども同士でやりとりが始まりま

した。「Bもやる！」とレジが２人体制になり、「ピッ！」「１円です！」「ありがとうございましたー。

また来てくださいねー」とやりとりも上手になっていきました。「A ちゃん、この前スーパー行ったね

ん！」と自分の経験を話しながら、見たことや経験したことをイメージして、お店屋さんになりきった

り、お客さんになりきったりして、スーパーごっこを楽しんでいました。 

学びのポイント 

保育者が店員になってレジをしたことをきっかけに、お店の人やお客さんになりきって、身近な生活

の中で自分が経験したことや見たことを活かして遊んでいます。お金を払って商品を買うというやりと

りを保育者や友だちと楽しみました。 

環境構成の工夫 

買い物を楽しめるようにと違う種類のカゴを用意してレジをつくったことで、遊びが広がりました。

玩具を入れるカゴに買い物カゴを使用していたので、子どもにとって買い物というイメージにつながっ

たようでした。保育者が仲立ちとなって遊びが広がり、周囲の友だちとのかかわりへと広がっていきま

した。 

社会生活との関わり 
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いらっしゃい！たこ焼き何個いりますか？ 
令和元年 10 月８日～10 月 25 日 

自分たちでつくったお店屋さんで、ジュース

屋さんやアイス屋さんをしていたある日、A が

家から卵パックを持って来ました。それを見た

B が「たこ焼き屋さんやろう！」と言って、ア

イスをたこ焼きに見立てて遊び始めました。 

 

C「たこ焼きって、そんな色じゃないで。（クリ

ーム色の机を指して）こんな色やで！」 B「そ

っか。じゃあつくろう」と言って、クリーム色

の花紙でたこ焼きをつくり、できたたこ焼きを

卵パックに乗せて焼いています。 D「油がな

い！」 A「青のりパラパラってしたいな～」 

E「たこ焼き、こうやって回すやつがいる！」 

B「あ！いらっしゃい～って頭につけるやつつ

けたら、お客さんいっぱい来てくれるかな？」

と、たくさんのアイディアが出てきました。 

話し合いの時間、たこ焼き屋さんの遊びをみんなで共有した後、「どんどんたこ焼きつくろう～！」

と、みんなで考えました。そして、たこ焼きをつくる人、ソースをつける人、ねぎを振りかける人など

それぞれやりたい役になって、たこ焼き屋さんのオープンに向けて準備をしました。たこ焼き屋さんが

オープンすると、F「たこ焼き、何個いりますか？」とお客さんの注文を聞き、一生懸命数えて提供す

る姿も見られました。 

学びのポイント 

A が家から卵パックを持って来たことから、子どもたちはすぐにたこ焼きを連想して遊び始めまし

た。家庭での経験を思い出して、たこ焼き屋さんには何がいるのか意見を出し合い、より本格的なたこ

焼き屋さんに近づけようと考える姿がありました。 

環境構成の工夫 

子どもたちのやりたいことを実現できるよう、遊びに必要なものを伝え合いみんなで共有できる機会

を設けました。また、必要なものをできるだけ自分たちでつくっていけるように、材料を準備したり、

安全につくれるように環境を工夫したりしました。そして、子どもたちが自信をもって自分たちのつく

った店屋のやり取りを楽しめるように、保育者も客として遊びに参加しました。 

社会生活との関わり 
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みんなのお家！何がある？？ 
令和元年 6 月 17 日

～ 
段ボールを使って自動販売機をつくって遊んだ経

験から、「もっと何かを作りたい！」とお家づくりを

始めました。最初は、段ボールをそのままの形で『布

団』や『玄関』に見立てて遊んでいましたが、次第に

段ボールを切ったりテープで貼ったりしてつくりた

い物をイメージしてつくり始めました。 

「やっぱりトイレいるよな」の言葉をきっかけに、

トイレづくりを始めると、「扉いるよな」「座るところ

（便器）もいるで」と知っていることを伝え、友だち

と工夫してつくっていきます。「トイレのマークなか

ったら何かわからんやん」「トイレのマーク見に行こ

う」と本を探しにいきました。マークを見つけると、

「僕、描ける」「紙とペン取ってきたるわ」と、必要

な物を準備してトイレマークを描き、扉に貼りまし

た。 

保育者が「お家にあるもの他に何かあるかな？」と

つぶやくと、「あ！テレビ！！」「ほんまや、それ絶対

いるよな」と段ボールを持ってきます。段ボールを四

角くくりぬき顔を出し、友だちと顔を見合わせて笑

い合って楽しんでいます。 

学びのポイント 

普段の生活と遊びが結びつき、友だち同士でイメージを共有しやすかったため、遊びが広がっていき

ました。生活の再現遊びを楽しむ中で、保育室にあるおもちゃや段ボール、身近な材料を使って、工夫

したり考えたり試したりしながら、必要なものをつくっていきました。また、生活の中で知った情報を

活用し、友だち同士で伝え合ったり気持ちに共感し合ったりすることで、他者とのかかわりが広がって

いきました。 

環境構成の工夫 

 保育者も遊びに入り、一人ひとりの発想を受けとめたり会話をつなげたりしてやりとりを楽しみ、イ

メージを広げていけるようにしました。子どもの思いが形になるように、大きさの違う段ボール、セロ

ハンテープやガムテープ、段ボールカッターなどを準備するとともに、道具の使い方を知らせ、遊びの

中で使う経験ができるようにしました。 

 

「天気予報です。明日は雨です！４チャンネルやで」と言って遊んでいたので、保育者が「他にチャン

ネルありますか？」と聞くと、「あ、ピッてするやつつくらな」「あーー、リモコンやろ！つくろう」とつ

くり、「はい、これで変えられる」と保育者に手渡してくれました。「ピッ」とボタンを押すと「今はコマ

ーシャルでーす」と言って歌を歌ったり、「ニュースです。大変なことがありました。」と絵本を原稿に

見立てて読む真似をしたり、「お笑いです」と友だちと動きを合わせネタを披露していました。「少々お

待ちください。」とチャンネルごとに話し合いながら、番組を考えて楽しんでいました。 

社会生活との関わり 
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２学期って、なあに？ 
令和元年９月２日 

２学期の始業式が始まる前のおはようタイ

ムで、保育者が始業式について話をしました。 

 

保育者「夏休みの前は１学期。そして今日から

2学期が始まります。」 Ａ「２学期って何？」 

保育者「９月から 12月のことを２学期って言

っていうんだよ。こども園になって、学校みた

いになってん。学校にもあるよ。」 Ａ「へー！

学校と一緒なんや！」 Ｂ「学校と一緒やった

ら覚えとかなあかんな！」 

 

保育所から来た２号認定児の子どもたちに

とっては馴染みのない言葉でしたが、「小学校

と一緒」という言葉を聞いて、学期について興

味をもったようでした。 

その後出席した始業式でも、園長先生から、２学期とは何かということや、２学期の行事の紹介など

をしてもらいました。みんな真剣に話を聞いていました。 

学びのポイント 

こども園では 3学期制を導入しているため、始めて経験する子どもたちが戸惑わないように、丁寧に

話をすることにしました。また、イメージが沸きやすいように小学校を例に出したことで、就学に対し

て興味・関心を抱き、小学校の仕組みについて知ろうとする機会になりました。 

環境構成の工夫 

小学校に散歩に行ったり小学校のプールでプール遊びを楽しんだりすることで、子どもたちの中に、

小学校への就学が具体的なイメージとなってきていています。就学への期待をもちつつある時期だった

ので、小学校と同じように「学期がある」ということが、子どもたちの興味・関心につながったようで

した。保育活動の中でも、給食後に机や床を雑巾を絞って拭いたり机と椅子を用いて活動したりなど、

小学校の生活に似た経験を取り入れ、徐々に就学への期待を高めていきたいと思います。 

社会生活との関わり 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

思考力の芽生え 

 

身近な事象に積極的に関わる中で、物の性質や仕組みなどを感

じ取ったり、気付いたりし、考えたり、予想したり、工夫したり

するなど、多様な関わりを楽しむようになる。また、友達の様々

な考えに触れる中で、自分と異なる考えがあることに気付き、自

ら判断したり、考え直したりするなど、新しい考えを生み出す喜

びを味わいながら、自分の考えをよりよいものにするようにな

る。 
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コンビカーどうやって進もう？ 
令和元年８月２９日 

コンビカーで遊んでいたA。保育室内でコン

ビカーを押しながら歩くことを楽しんでいま

した。 

しばらくすると壁にぶつかりそれ以上進め

ません。どうするのだろうかと様子を見ている

と、初めはコンビカーを押し続け「んー！！！」

と前に進めずイライラした様子でした。 

 

そこで保育者が前からそっとコンビカーを

押してみました。するとA も保育者と一緒に前

に来て、コンビカーを押したり引いたりする遊

びに変わっていきました。 

遊んでいるうちにコンビカーの方向が変わ

りまた押して歩けるようになったのですが、そ

れには気がついていません。しばらくの間、コ

ンビカーを押したり引いたりして遊んでいま

した。 

その後、ふとした拍子に、コンビカーの方向が変わったことに気づいたA。すかさず後ろの持ち手の

所に行き、再びコンビカーを押して歩き始めました。そして何度も楽しむうちに、段々と方向を変える

コツをつかんできたようで、室内をグルグルとコンビカーを押しながら歩いて探索することを楽しんで

いました。 

学びのポイント 

押して遊ぶことが楽しいA は、まだ進む方向を変えることができません。進めなくなっても、あえて

保育者が向きを変えず、子どもがコンビカーにどのように働きかけるのかを見守りながら、一緒に遊び

ました。繰り返し遊ぶ中で、車の向きを変えると進むことに気づきました。 

環境構成の工夫 

コンビカーでの探索を楽しめるように、玩具を片づけて遊びスペース全体を歩けるようにしておきま

した。また、A だけでなく他の子どもも興味に応じて遊べるように人数分のコンビカーを用意し、好き

なものを選べるようにしました。 

思考力の芽生え 
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くっついた！ 
令和元年１０月２９日 

多目的室で、幼児と一緒にマグネットブロッ

ク同士をくっつけて遊ぶことを楽しんでいた

ので、保育室でも遊べるようにしました。する

と、子どもたちは興味津々で、ブロックをくっ

つけたり離したりして、くっつく感覚を味わっ

ていました。 

 

 

そんな中、一人の子どもがブロックを持ち出

し、何気なく壁につけると貼りつきました。子

どもは「あ！」と驚き、保育者に向かって笑顔

を見せます。保育者は「わあ！くっついたね！」

「すご～い！」と発見したことや、驚きや喜び

に共感してみせました。 

その様子を見た他の子どもたちも、壁の方へ集まってきました。そして、みんなでブロックを壁に貼

りつけて遊び始めました。次第に、動物や乗り物をイメージしてブロックを並べるようになり、「でんし

ゃ！できた！」「せんせい、あおむし！」と喜んで知らせる姿が見られました。月齢の高い子どもは、四

角や三角のブロックを立体的に組み立て、「先生、見て。ペンギンさんできた～！」と、つくったものを

ペンギンに見立てて遊んでいました。 

学びのポイント 

ブロック同士をくっつけたり離したりしているうちに、くっつく場所やくっつき方に気づき、壁にく

っつけたりブロックをたくさん重ねたりしながら、繰り返し遊んでいました。さらに、壁に貼って形を

組み合わせたり、立体的なものをつくったりしながら、何かに見立て様々な遊び方を楽しんでいました。 

環境構成の工夫 

ブロックを積み重ねたり並べたりして子どもが遊びやすいよう、机を準備しておきました。また、保

育室の壁の一面が磁石になっているので、壁に貼って遊べるよう壁の近くに玩具を用意しました。保育

者が子どもたちの思いや発想に共感しながら、自分たちで組み立てる楽しさを味わえるように援助しま

した。 

思考力の芽生え 
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なんで水流れてんの？ 
令和元年６月２５日 

太陽の日差しが強くなり、水を出すと喜んで

触ったりすくったりして楽しんでいます。この

日は泥んこ遊びをしようと全員で裸足になり

砂場で遊んでいました。 

ホースから直接水を触り、「冷たいね。」「気持

ちいいね！」と言う子どもたち。バケツの中に

手を入れ、じゃぶじゃぶ洗ったり、バケツいっ

ぱいに水を汲み、流したり運ぼうとする姿も見

られます。 

 

するとＡが、「これに水入れてみるわ！」とザ

ルを持ってきました。そこに水を入れてみる

と、するすると下から水が流れ出ます。それを

見たＡは、「えー！なんで？」とびっくりしたよ

うな表情をしていました。他の子どもたちもや

ってきて、「すごい！もっかいやってー！」と言

うので、保育者がもう一度水を流し入れると、

「すごいなぁ」「面白いなぁ！」と下から流れる

様子を楽しんで見ています。 

見ているうちに、ザルでは水がすくえないということが分かったようで、今度はバケツを持ってきま

した。「ここに水入れて」とのリクエストに保育者がバケツに水をいれ、今度は溜めることができまし

た。その後も、バケツに水を汲み入れ、水や泥の感触を楽しんで遊びました。 

学びのポイント 

水を溜めて感触を楽しんでいる中で、ザルにはバケツのように水が溜まらないことに気づき、その不

思議さを友だちと共有しました。また、ザルから水が流れ出ることを「もっかいやってー！」と、何度

も試して確認する姿が見られました。 

環境構成の工夫 

気候の良い時期には、水や泥の感触を存分に楽しめるようにしています。汚れても気にせず思い切り

砂や水の感触を味わって遊べるように、着替えて裸足で遊んでいます。また、子どもたちが砂や水と様々

にかかわれるように、バケツやザルなど用途の異なる用具を準備し、自由に使えるようにしています。 

思考力の芽生え 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

‐34‐ 

赤ちゃんも一緒に座りたいな～ 
令和元年９月９日 

赤ちゃん人形を抱っこしながらご飯をつく

っていた B。 Ａ「赤ちゃん、火の近くあぶな

いで」 B「でも赤ちゃん座るところないやん」 

Ａ「赤ちゃんも一緒に座ってご飯食べたいな

～」 保育者「どうする？」 Ａ「椅子つくっ

たらいいな」 

 

・・・ということで始まった赤ちゃんのイス

づくり。牛乳パックをセロハンテープで貼って

つなげようとしますが、動いてしまいます。 

A「ここ持っといて」 C「これでいい？」C

に押さえてもらい、あちらこちらにテープを貼

っていきます。しかし、くっつけたい部分にテ

ープが届いておらずくっつきません。「あれ？

なんで？」と試行錯誤しながら、もう一度その

近くにテープをつけていきます。そして、つい

に「くっついた」「できた！」と嬉しそう。 

 ところが、実際にテーブルのところに置くと、イスの高さが全然足りていないことに気づきます。 

A「めっちゃ、イスちっちゃい！」「もっとつけなあかんな」と、牛乳パックをつなげては机のところ

へ持って行き高さを確認してみます。それでも高さが足りず、また牛乳パックをテープでつなげるとい

うことを何度も繰り返し、やっと完成させることができました。 

学びのポイント 

イスをつくるためにはどのような材料が必要か考え、牛乳パックを選んでつなげていました。また、

どうすれば牛乳パックをつなげる際に動かないのか、どの部分にテープをつければくっつくのかと、友

だちと考えてつくる姿が見られました。そして、牛乳パックでつくったイスを机と並べ実際に置いて見

たことで、イスが机の高さに合わないことに気づき、再度、牛乳パックをつなぎ合わせ何度も机と比べ

ながら高さを調整していました。 

 

 
環境構成の工夫 

子どもたちがいつでもつくりたいものをつくれるよう、廃材や用具を準備して環境を整えています。

また、友だちと工夫しながらつくる姿を見守り、子どもたちが思いついたことに対して、タイミングを

逃さずどうすれば良いか問いかけ、考えたり工夫したり出来るような言葉かけや援助をしていきました。 

思考力の芽生え 
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トロトロ泡ができてん 
令和元年６月２６日 

A が黙々と石鹸を泡立てています。 保育者「何

をつくっているの？」 A「ジュース！」 保育者

「何ジュース？」 A「コーラ」 保育者「炭酸の泡

がいっぱいで美味しそうだね」Aは色水と泡を組み

合わせてジュースづくりを楽しんでいます。 A「明

日も続きするねん」と泡をペットボトルに入れて置

いています。量が増えてくると大きいペットボトル

に移し替え、何日か繰り返して遊んでいました。 

ある日。A が昨日つくった泡をペットボトルから

出しました。A「見て〜トロトロやー」  

B「うわ〜！すごいな」 保育者「山芋みたいやね。

何でこんなにトロトロなったんやろ？」 

A「置いといたからかな？」 保育者「そうか。置い

てたらそうなるねんなぁ」 

 話し合いの時間に、Aがトロトロの泡のことを伝

えました。A「今日はトロトロ泡ができてん」 B「あ

ー！僕見たで」 保育者「どんなんだった？」 B

「めっちゃすごかった」 C「私も見たい」 A「後

で見せてあげる」 D「どうやってつくったん？」 

A「前からつくってた泡をペットボトルに入れて置

いといたらなるねん」 E「へぇーそんなんなるんや

〜！」 D「僕もそれやってみたいわ」 

保育者「そしたらまたA先生に教えてもらおうか」 A「いいよ〜！」 

後日。E「僕も入れて〜！」 A「いいよー！」 D「これどうすんの？」 A「ここに水入れて・・・

ストップ！」D は言われた通りに水を入れます。 D「これでトロトロのんできるん？」 A「そうや

で」 D「Aすごいな！」A は友だちに認めれたことが嬉しくて、その後も教えたり一緒につくったり

する姿が見られるようになりました。 

学びのポイント 

毎日つくった泡を継ぎ足しながら置いていたので、泡がトロトロに変化し、その泡の質の違いに気づ

きました。偶発的にできたものでしたが、A なりに仮説を立て、なぜ変化したのかを考えていました。

A の発見を話し合いの場で伝えたことで他児も興味をもち、A に泡をつくるコツを教わりながら一緒に

つくっていました。 

環境構成の工夫 

つくった泡を残しておけるようにペットボトルを用意し、自分のマークシール付きの洗濯ばさみで印

をしました。遊ぶ時にはボウルに移し替え、遊びの続きができるようにしました。また、遊んでいる中

で気づいたことや発見したことに保育者が寄り添い、言語化することで、話し合いの場では自分の言葉

で友だちに伝えることができました。 

思考力の芽生え 
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うわー、くっついた！！ 
令和元年９月５日 

A と B が机の天板を挟んで磁石が動く事を

発見したことから遊びが始まります。 B「う

わー動く！」 C「不思議やな」何度も繰り返

し遊んでいるうちに、磁石を使った追いかけっ

こが始まりました。 

 

次の日、大きな紙とペンを用意しました。保

育者「道を書いてもいい？」 B「うん」子ども

たちはその道の上を磁石で通ろうと一生懸命

です。 D「道、書いていい？」 B「いいよ」 

道が迷路のようになっていきました。周りには

花や車を描く子どももいます。だんだんと磁石

遊びをする子どもが多くなっていきました。 

D「あれ？磁石が逃げていく」 C「おもしろ

い！待て待て！」磁石が反発する力を利用し

て、追いかけっこも始まりました。 

数日後、いつものように磁石遊びを楽しんでいたA は磁石を落としてしまいました。すると、その磁

石が机の脚にくっついたのです。 A「うわ！！」角度を変えてつけてみます。 C「見て見て！！これ

でもくっつくよ」磁石のふち同志をくっつけています。 保育者「長くつなげられる？」 C「うん。

ゆっくり、、、ゆっくり、、、あーーー！！」すぐに面で重なってしまう磁石をふちでつなげようと、何度

も挑戦しながら楽しんでいました。 

学びのポイント 

今までの経験から、磁石がくっつくものであることは分かっていましたが、机の天板を挟んでもくっ

つくことや磁石同士が反発することを知り、その性質を利用して新しい遊び方を考えました。遊びの中

で偶然起こった現象に驚いたり不思議に感じたりしながら、磁石の多様な性質を体感していました。 

環境構成の工夫 

磁石遊びにじっくり取り組めるように、場所や時間を十分に確保しました。また、磁石の性質を利用

して迷路の遊びが始まればいいと思い、白い大きな紙とペンを用意しました。さらに、磁石のおもしろ

さを友だちと一緒に味わい、簡単なルールのある遊びへ広げられるように、磁石をたくさん準備しまし

た。 

思考力の芽生え 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自然との関わり・生命尊重 

 

自然に触れて感動する体験を通して、自然の変化などを感じ取

り、好奇心や探究心をもって考え言葉などで表現しながら、身近

な事象への関心が高まるとともに、自然への愛情や畏敬の念をも

つようになる。また、身近な動植物に心を動かされる中で、生命

の不思議さや尊さに気付き、身近な動植物への接し方を考え、命

あるものとしていたわり、大切にする気持ちをもって関わるよう

になる。 
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「これ、何だろう？」 
令和元年９月２８日 

初めてバギーから降り、砂場に座ったＡ。眉

間にしわを寄せ、手や足に触れる砂を見つめて

います。保育者がそばで、さりげなく砂を触っ

て見せました。 

 

同じようにＡも指で砂をつまんでみます。だ

んだん、気になり、顔が砂に近づいていきます。

その様子を見て、保育者が「お砂、気持ちいい

ねー」と言葉をかけました。 

 

Ａは掌全体で砂の感触を楽しみ始めます。砂

を握っては落としたり、掌に乗った砂を見つ

め、指で触ってみたりします。保育者は、Ａが

砂とかかわる姿を見守ります。 

 

次に、Ａは近くで２歳児がさら砂作りをして

いるバケツの中の砂にも興味をもち、近づいて

いきました。そして、バケツの中の砂を触って

みます。 

ついには、口に入れてしまいました。 

 

 学びのポイント 

初めて触れた砂は、Ａにとって未知の物体です。今まで経験したことのない感触に不安を感じ、眉間

にしわを寄せていました。傍らで信頼している保育者が砂を触っているのを見て、少しずつ興味をもち

始め、そっと手を伸ばし感触を味わい始めました。指先から掌、足、ついには口まで…。全身で砂の感

触を感じる経験となりました。 

環境構成の工夫 

初めて出会った砂の感触に驚き不安を感じていましたが、傍らで、信頼する保育者がモデルとなり、

砂を触る姿を見せることで、安心して興味をもち始めました。Ａが、砂とかかわる姿を見守り、十分な

時間の保障をすることで、じっくりと試すことができました。また、異年齢の友だちが砂を使って遊ん

でいる姿は、興味・関心が高まる刺激となり、積極的に自分からかかわっていこうとする姿につながり

ました。 

自然との関わり・生命尊重 
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小さな虫をよく見たい 
令和元年１０月０４日 

A が小さな虫を見つけて、スコップに入れ、

「むしー」と言って B に見せます。その虫はダ

ンゴ虫やアリなどの絵本に登場するような虫

ではなく、おそらくユスリカという蚊の幼虫で

す。 Bも「見せて」「どこ？」と興味津々の様

子で、２人で見合いっこしています。 

 

 

スコップの中では砂と混ざって見えにくか

ったのか、平たい大きなお皿に移して観察して

いました。Bは「むしおった」「ちっちゃ」と言

いながら、触ろうとします。Aは虫には興味が

ありますが、触るのは苦手で友だちの様子を見

ています。 

B がもっと近くで見てみようと、虫を手に乗せて観察し始めました。手の上で虫が動くと「動いた」

と言って喜び、落ちないように両手で持ちます。じっと観察しているＢのところにＣが「見せて」とや

って来たので、虫を潰さないようにそっと渡していました。 

学びのポイント 

「もっとよく見たい」「どうしたらよく見えるのか」という思いから、器を小さいものから大きいもの

へと移し替えたり、小さな虫を潰さないように掌に乗せたりと、自分で考えて行動していました。また、

潰さないように虫を扱っている姿からは、生き物に優しく触れようとする気持ちの芽生えが感じられま

した。 

環境構成の工夫 

危険な虫がいないか安全確認をしたうえで、色々な樹木や花を栽培し、虫たちとの出会いの場をつく

っています。子どもたちが自由に観察できるように、手の届くところに様々な器やスコップ・虫かごな

どを用意しました。Ａの発見が周りの友だちの興味につながるように、保育者は側で様子を温かく見守

っています。 

自然との関わり・生命尊重 
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生き物大好き 

～身近な生き物と触れ合うなかで命を大切にする～ 令和元年６月～ 

園内で出会う様々な生き物との触れ合いを

通して、かかわり方に気づいていく過程の２歳

児。園庭で見つけたカエルをギュッと握った

り、砂の中に埋めたりする姿があったので、保

育者がかかわり方を折に触れて伝えていきま

した。すると「カエルさん大丈夫かなあ」とい

う言葉が聞かれるようになりました。 

 

６月の誕生会で、ザリガ二とカエルが登場す

る人形劇を見たことがきっかけとなり、飼育し

ているザリガニの動きのおもしろさに、子ども

たちが興味を示しました。そこへ５歳児が通り

かかり「ザリガニは怖かったら隠れるねん」「後

ろ向きに歩くねん」と教えてくれました。ザリ

ガニの動きを模倣して楽しみ、表現遊びや運動

遊びにつながっていきました。 

散歩や園内で見つけたバッタも、最初は強く掴んでいましたが、徐々に優しく持つようになっていき

ました。捕まえても「お家に帰してあげよう」と逃がしたり、オンブバッタが別々になると「ママのと

ころにかえしてあげる」と跳んで行ったバッタを必死で探す姿もありました。 

学びのポイント 

友だちや保育者と一緒に生き物を見たり触れたりする中で、生き物へのかかわり方を知り、大切にし

ようとする気持ちを育んでいきます。偶然通りかかった５歳児の言葉がきっかけとなり、より深く興味

をもつようになりました。生き物の特徴や動きを真似して遊ぶことで、より身近に親しみを感じるよう

にもなります。 

環境構成の工夫 

生き物を飼育するときは、なるべく多くの人が見られる場所を選んでいます。発見や知識を友だちと

共有できるようにとの思いからです。絵本や図鑑などをいつでも見られるところに置き、より興味・関

心がもてるようにしました。散歩に行く機会を増やし、より多くの生き物に触れられるように心がけま

した。その中で、保育者が生き物とのかかわり方のモデルとなるように接することで、生き物へのいた

わりの気持ちが育まれるようにしています。 

自然との関わり・生命尊重 
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カブトムシの命 
令和元年８月２９日 

クラスで飼っていたカブトムシが動かなく

なりました。虫が好きで、よくカブトムシを触

っていたA に、カブトムシが飼育ケースで亡く

なっていることを伝えました。 

保育者｢カブトムシ、死んじゃったね。どうし

ようか｣ A｢看護師さんに見せに行く！｣保育

者｢どうして？｣ A｢だって看護師さんに診て

もらったら元気になるから｣ 

 

保健室に行き看護師にカブトムシを見せる

ものの、｢死んでしまったから埋めてあげたら

どうだろう？｣と声をかけられ、土に埋めるこ

とにしました。 

保育者｢どこに埋めてあげようか？｣やり取

りを見ていた B が｢お花のところに埋めたらい

いと思う！｣と花壇を指さしました。 

そのうちクラスの子どもたちも集まってきて、スコップやシャベルで大きな穴を掘りました。 

保育者｢土のおふとんかけてあげようか｣ A｢トントンってするの｣カブトムシをそっと穴の中に入れ、

上から土をかぶせ、スコップでポンポンとおさえています。保育者｢周りにお花をおいてあげたら、喜ぶ

かな？｣ B｢このお花とか可愛い！｣ 保育者｢なんでお花小さくちぎるの？｣ B｢だってな、カブトム

シさん出てきたら食べられるように小さくするねん。元気になってねっていうこと｣ 

学びのポイント 

怪我をしたら保健室にいく、寝る時は先生が背中をポンポンしてくれる、ご飯を食べたら元気になる

など、自分の生活経験を結び付け自分なりに考えて行動していました。死とはどういうことかというこ

とについてはまだ理解が及ばないながら、大切なカブトムシが動かなくなったことは大変なことだと思

い、どうにか助けたいという気持ちにつながりました。 

環境構成の工夫 

保育室で飼育し、保育者が丁寧に生き物の世話をする姿を見せながらカブトムシを身近に感じられる

ようにしています。動かなくなったカブトムシを大好きな看護師に診てもらいたいという子どもの気持

ちを尊重するなど、担任以外の人とのかかわりの中で感じることも大切にしています。生き物との触れ

合いの中で死に関する経験も積みながら命の大切さに気付いていくことを願っています。 

自然との関わり・生命尊重 
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水飲ましたらな！ 
令和元年６月２７日 

すると、Eが突然「水飲ましたらな！」とヨーグルトボトルの空き容器に水を入れて持ってきました。

E「カブトムシ喉渇いてると思うから水飲ませてあげるねん」 B「家にカブトムシのゼリーあるから明

日持ってくるわ」 D「そんなに触ってたらカブトムシ弱ってしまうで」 

子どもたちは、カブトムシを思いやりながら大切にかかわっていました。 

一人の子どもが家からアゲハの幼虫を持っ

てきたことがきっかけで、身近な生き物に興味

をもつ子どもが増えました。園庭のキンカンの

木でアゲハの幼虫や卵を発見！「育てたい」と

飼育することになりました。パンジーにいたツ

マグロヒョウモンも飼育し始めました。 

 

ある日、A がカブトムシの幼虫を持ってき

て、いつ成虫になるのか楽しみにしていまし

た。そこで、幼虫から成虫になるまでの様子を

掲示したり絵本を読んだりして、今の生長過程

がどこなのか分かるようにしました。 

 

数日後、カブトムシが成虫になっているのを

見つけました。B「見て～！カブトムシになっ

てる」 C「これ雄や」 D「僕にも触らして」 

B「そこ持ったらあかん。角折れるで。ここ持つ

ねん」 C「ここ歩かせてみようや」 D「すご

い！綱渡り上手や。がんばれ～」と子どもたち

は興味深々です。 

 

 

学びのポイント 

幼虫から飼育することで成虫になるまでの過程をじっくりと観察することができ、生命の誕生や生命

の大切さを感じています。また、雄の特徴の角や、エサの必要性に気づき、自分の知っている知識を友

だちと伝え合うことで、より興味をもち生き物のことを知ろうとする姿が見られました。 

環境構成の工夫 

子どもたちが身近に触れたり観察したりできるよう、手に取りやすい位置に飼育ケースを置くよう

にしました。興味をもったことや疑問に思ったことをすぐに調べられるように絵本や図鑑を準備する

とともに、飼育する中で気づいたことをクラスの中で話題として共有しています。 

自然との関わり・生命尊重 
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羽ぐちゃぐちゃなってるな 
～ツマグロヒョウモンの飼育を通して～ 令和元年４月８日～ 

数人の子どもたちが虫眼鏡を手にパンジーの周り

に集まっています。ツマグロヒョウモンの幼虫を見つ

け「毛虫！気持ち悪い～」と話しているようです。保

育者が幼虫を手に取り、間近に見せたことをきっかけ

に関心をもって、みんなで育てることになりました。 

パンジーの植木鉢を保育室前に置き、飼育を始めて

２週間後、幼虫がサナギになりました。子どもたちは、

好奇心からサナギに触れたり、引っ張ったりして感触

や反応を試しています。    

ある日、サナギの周りに子どもたちが集まり騒いで

います。「サナギから血が出てる！！」見ると、１匹の

サナギが指で押しつぶされ、もう１匹は葉からちぎり

取られています。そこで、全員で考えあう機会と捉え、

学級全体で話し合うことにしました。保育者「さっき、

悲しいことがあってん」 A「チョウチョウの幼虫つ

ぶれてたこと？」 子ども「え～！それはあかん！」

保育者「どこがあかんと思う？」 A「悪いことして

ると思うから」 B「悲しいことやから？」 保育者

「命を大事にできてないところがあかんと思うよ。み

んなと同じようにサナギにも大切な命があるよ。みん

な、サナギの命大事にできていたかな？」 

学びのポイント 

その後、同じような環境でアゲハチョウの幼虫を飼育し、大切に観察したので、世話をした幼虫を全

て羽化させることができました。「どんなチョウになるのか知りたい」「育ててみたい」と、好奇心や探

求心をもって生き物にかかわる過程で、潰してしまったり雑に扱ったりした自分たちの行動がチョウの

死を招いてしまったということを身をもって知りました。羽が広がらず、飛べないチョウを見たことで

生き物とのかかわり方を話し合い『命との向き合い方』を考えるよい経験となりました。 

環境構成の工夫 

 園内に季節の花や植物を植え、自然を身近に感じられるようにしています。また、虫眼鏡やミニ図鑑

を準備し、虫や自然に関心がもてるようにしました。幼虫は、プランターで飼育することにより、自由

に触れられより近くで観察できるようにしています。サナギとの関わり方については敢えて見守り、ク

ラスで考え合う機会をもちました。 

１週間後、指でつぶされたサナギが羽化しましたが羽が広がりません。A「羽ぐちゃぐちゃなってる

な・・・」 C「飛ばれへんのかな？」羽が広がらなかった理由は、サナギを大切にできなかったこと

が原因であると振り返り、チョウを花壇に返すことにしました。翌日も数人の子どもたちで花壇のチョ

ウを見ています。C「昨日のチョウチョウおった！触りたいな～」 A「やめとき。花の中に隠れてる

し、触られたら嫌かもしれんで」と、チョウの気持ちを考えて話し合う姿が見られました。 

自然との関わり・生命尊重 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

数量や図形、標識や文字などへの関心・感覚 

 

遊びや生活の中で、数量や図形、標識や文字などに親しむ体験を

重ねたり、標識や文字の役割に気付いたりし、自らの必要感に基づ

きこれらを活用し、興味や関心、感覚をもつようになる。 
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あれ？合わないなぁ・・・できた！！ 
令和元年１０月１０日 

ブロックの型入れや木製の型はめで遊びな

がら、玩具自体の素材や感触を確認している様

子のA。保育者が形の名称を知らせたり、色を

伝えたりしながら一緒に遊ぶと興味を示しま

した。A は、保育者の様子を模倣し、入れよう

としますが、なかなか型にはまりません。それ

でも、満足し楽しんでいるようです。 

 

保育者と一緒に繰り返すうちに、向きを変え

ると型に入ることに気づきました。保育者の声

かけやヒントをききながら遊び、型に入ると嬉

しそうな表情を見せるので、保育者も一緒に喜

び気持ちを受けとめました。 

 

やがて Aは、一人で入れたいと思うようになり自ら型はめをしてみようとしますが、なかなか形が合

いません。何度も繰り返し行ううちに形が合い、「できた！」と達成感を味わっていました。 

学びのポイント 

0 歳児は、身近なものを眺めたり、触ったり、なめたりと様々に試しながら興味・関心を高めていき

ます。手指の操作が巧みになってきたので、ブロックをつかみ操作することが出来るようになりました。

保育者と一緒に同じ色や同じ形を合わせながら、次第に、色や形を認識し、自分なりに考えながら集中

して取り組むようになります。 

環境構成の工夫 

子どもが興味をもったものを手の届く範囲に置き、集中して楽しめるように環境を整えました。保育

者が一緒に遊びながら、色や形について声をかけたり、子どもが考えながら試している姿を認めたり考

えているであろうことを言語化したりしながら、遊びを促しました。 

数量や図形、標識や文字などへの関心・感覚 
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ドングリの行方、落としてみたらどうなるのか 
令和元年１１月２５日 

A はじょうごにドングリを落とし入れて遊

んでいます。２つのザルの真ん中にじょうごを

乗せてドングリを入れ、どちらのザルに入るの

かを楽しんでいるようで、ドングリの行方を追

っています。ドングリは大きいもの（マテバシ

イ）と、小さいもの（シラカシ）を用意しまし

たが、じょうごの穴を通るものを選んだのか、

小さいものを使っていました。 

 

周りの友だちも興味をもって A のじょうご

にドングリを入れます。A はその様子を自然に

受け入れています。Bがじょうごへ１度にたく

さんのドングリを入れると詰まってしまいま

した。その様子をじっと見ていたA は、保育者

が詰まったドングリを取り除いた後、１つずつ

入れるようになりました。保育者がじょうごを

支えると、Aは真上からドングリの行方を見て

います。 

次に A は、ドングリをじょうごより上の方から落としてみました。勢いよく落ちる様子に興味をも

ち、何度も落とします。初めは座って落としていましたが、もっと高くなるようにベンチに膝立ちして

落とす姿も見られました。 

学びのポイント 

じょうごの穴を通すために小さいドングリを選んでいました。これまで、ぽっとん落としや型はめで

遊んだ経験が生かされているように感じます。また、どちらのザルにドングリが入るか行方を追う姿は、

今後、じょうごの位置や傾きによって転がる方向が変化するという気づきにつながると考えられます。

より高い位置からドングリを落とすと、ドングリの落ち方に勢いがつくことに興味をもっていました。 

環境構成の工夫 

子どもが散歩の際に拾ってきたドングリを、大小に分別して用意し、自分たちで使って遊べるように

しました。子どもたちが考えたり試したりしていることに共感し、一緒に遊びながらじょうごを支える

など考えたことが実現できるよう援助しました。 

数量や図形、標識や文字などへの関心・感覚 
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形遊びと水遊び 
令和元年７月～８月 

＜図形＞ 

 保育者が色々な形のカラーセロハンを窓に

貼っておくと、真似して貼ってみようという姿

が見られました。「ぼくのお家できた～！」と家

をつくって楽しんでいました。 

ある日、プールに浮かべて遊んでいた気泡緩

衝材がタイルの壁に貼れることを発見します。

しかし、気泡緩衝材には壁にくっつく面とくっ

つかない面があります。「どっちかな～？」「で

こぼこしている方！」と友だち同士で教え合い

「丸！くっついた！」「三角もくっついたで！」

と貼ることを楽しんでいました。 

 

＜数量＞ 

透明カップからペットボトルに水を入れて

いました。たくさんこぼれることは気にする様

子もなく「いっぱいにするねん！」と何度も繰

り返し、水が増えることを楽しんでいます。 

 そこで、じょうごを用意すると水をこぼさずに入れられるようになりました。こぼれそうになると「お

っとっとっと、ストーップ！」と声を掛け合い、色水の量を調整して注ぐことを楽しんでいました。 

学びのポイント 

四角と三角で家にしたり四角と丸で電車をつくったりと、身近なものに見立てて遊ぶことを楽しんで

いました。また、素材の特徴をとらえ、貼れる面と貼れない面があることに気づいていました。 

透明カップやペットボトルの大きさや水の量の違いに気づきました。また、じょうごを使ったことで

水が入れやすくなり、水の量を調整しようとする姿が見られました。 

環境構成の工夫 

三角や四角、丸といった様々な形のカラーセロハンを用意し、目のつく所へ貼ったことで遊びが広が

りました。また、１つの素材だけでなく、カラーセロハンや気泡緩衝材、カラーポリ袋、スチレンボー

ドなどの素材も用意し、子どもたちが選択しやすいようにしました。 

量の違いに気づくように大きさの異なる容器を用意したり、水を移し替えやすいようにじょうごを用

意したりしました。 

数量や図形、標識や文字などへの関心・感覚 
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丸いのんの方がコロコロ転がるねん 

近くのふれあいの森にドングリ探しに行くこと

にしました。ペットボトルの入れ物を持ち、行った

ことがあるＡとＢの案内という雰囲気で出かけま

す。早速、「いっぱいある」「丸いのん見つけた」「こ

れ、みかんみたいな形や」「これ、ウインナーやで」

「バナナもある」などと身近な物に見立てて、ドン

グリを集めることを楽しんでいます。 

「みんなこっちに大きいのんある」との声に集ま

っていった子どもたち。「すごい！大きい」拾った

ドングリをペットボトルの口から入れようとしま

したが、口部分に詰まって入りません。「入れへん」

「ほんまや、めちゃくちゃ大きいってことや！」と

横から入れました。その後は、「これは入った。さ

っきより小さい」「これも入らへん。めっちゃ大き

いな」などと嬉しそうに大きさを選別しながら集め

始めています。小さいドングリも見つけ「これはス

ルスルスル～って入るで」と大きい・小さいを楽し

んでいるようでした。他にも、「帽子かぶってるの

んあった」「これ髪の毛ついてるみたいやろ」など

と形を楽しんでいる姿も見られました。 

 帰園後、ドングリを広げ図鑑と比べながら、「一緒や」「これなんて書いてる？」と友だちと見ています。

テラスでドングリを転がし、「めっちゃ転がる」「お山のところで転がそう」と今度は土山の上に行って遊

び始めました。1個ずつ転がしたり、たくさんまとめて転がしたりしています。すると小さなドングリだ

けが山の上に止まったままになっていました。「この子怖いんかな？」「まだ赤ちゃんやからかな？」（ス

トライダーで滑る際に怖かった経験から）そこから「これは速く転がる」「これは転がらない」などと試

し、「丸いのんの方がコロコロ転がるねん」と発見したことを嬉しそうに話していました。 

 その後は、すべり台の上からも転がし「ここの方がゴロゴロゴロ～って転がる」と喜んでいました。 

学びのポイント 

ドングリの形の違いに気づき身近なものに見立てたり、ペットボトルの口の大きさを基準に大小を比

較したりしていました。様々な形のドングリを転がして試すことで、丸いものはよく転がり小さく細長

い物は転がりにくいということに気づきました。 

環境構成の工夫 

子どもたちの気づきや発見に共感したり、新たな気づきにつながるような言葉かけをしたりしました。

また、思いついたことを試すことができる場所や、じっくりと取り組めるような時間を確保しました。 

令和元年 10 月 18 日～ 

数量や図形、標識や文字などへの関心・感覚 
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いっぱい釣れた！ 
令和元年 11 月４日 

いろいろな素材でつくったカラフルな魚を

たくさん釣っては、器をいっぱいにすることを

楽しんでいました。やがて、たくさん釣るだけ

ではなく、色を分けて釣ってみたり友だちと数

を数えて競い合ったりするようになりました。 

 

 

A「色分けてやろう！」 B「いいよ。じゃあ

ピンク釣るわ！」 A「きみどりにするわ！」 

B「どっちがいっぱい釣れるか競争な！よーい

どん」 A「見て～こんなに釣れた！」 B「僕

もいっぱい釣れた！数えてみよ！」2人で１，

２，３…と数え始めます。数を数えてはたくさ

ん釣れたことを喜び合っていました。 

保育室には、ハンガーでつくった天秤を置いていました。二人はその天秤を見つけ、興味をもち始め

ます。 A「釣った魚入れてみよ！」 B「下になった方が重いんやで」 A「どっちが重いかな～」 

試しているうちに、魚の数によって重さが変わることに気づきました。たくさん入れてどちらが重いか

比べてみたり、同じくらいの量を入れて天秤が釣り合うようにしてみたりと、重さを目で見て感じる姿

が見られました。 

学びのポイント 

魚釣りを何度か繰り返しているうちに、色を分けて釣るという遊びへ発展していきました。最初は釣

ることだけを楽しんでいましたが、釣った魚の数を友だちと比べて競い合ったり、天秤を使って重さを

比べてみたりするようになりました。 

環境構成の工夫 

色を分けて釣るようになったので、魚を入れる器に色をつけてみました。それにより、同じ色の魚を

つるというルールが明確になり、友だちと同じ色を釣ってみるような姿も見られました。また、釣った

魚の量を重さでも比較できるように天秤を用意しました。その後、さらに遊びが発展することを見通し

て、一定の時間内に何匹釣れるか競えるように、タイマーを用意しました。 

数量や図形、標識や文字などへの関心・感覚 
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僕の立ったで！！ 
令和元年１０月２１日 

A と B がペットボトルを投げて立てようと

していますが、なかなかうまくいきません。保

育者「立たないね。どうしたら立ちやすくなる

のかな」 A「軽いからや」 B「水入れてみよ

う」ペットボトルが重くなったことで、立ちそ

うにはなるのですがそれでもなかなか立ちませ

ん。その絶妙な感覚に子どもたちが夢中になっ

ていきます。すると、B のペットボトルが立ち

ました。それを見て、周りの子どももさらに熱

くなって挑戦し始めました。 

A「何で僕のは立たへんのやろう」 B「水の

量が少ないわ」何度も成功する Bのペットボト

ルの水の量と比べています。 A「形も違うな。

下がボコボコやわ」Aは B と同じ水の量に合わ

せました。保育者は、水を多くすれば立ちやす

いと思い水をたくさん入れました。 保育者「立

ちそうなのに！！何で」 C「先生のは、投げた

時、水がボワンてなるやろ！水が多すぎるねん」

その後は、いろいろな形、大きさのペットボト

ルで試していました。 

次の日、ペットボトルを立たせることができる子どもが増えてくると、「いっせいのーで！」と掛け声

に合わせて投げ、ペットボトルが立った子どもが１点という遊びが始まりました。ホワイトボードを出

すと、自分たちの名前を書き丸をつけて競い合うゲームになりました。 C「１，２，３、、、僕、４８

回やで！すごいやろう」みんなで丸の数を数えて数字を記入し、毎日記録更新に挑戦していました。 

学びのポイント 

繰り返し遊ぶことでペットボトルの形、大きさ、底の面積の違いに気づきました。透明なペットボ

トルを使うことで水の量が見えやすくなり、成功した友だちの水の量と比べながら、一番立ちやすい

水の量（容量の約４分の１）を発見しました。成功したら丸を付け、友だちと一緒にその数を数えなが

ら、記録更新に挑んでいました。 

環境構成の工夫 

保育者も一緒に遊びながら、子どもたちが何の違いにより成功したり失敗したりすると考えているの

かを読み取り、いろいろと試すことができるように、様々な形や大きさのペットボトルを準備しました。

ホワイトボードとペンを準備したこで成功した回数が目に見えて分かり、目標をもって遊びを楽しむよ

うになりました。 

数量や図形、標識や文字などへの関心・感覚 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

言葉による伝え合い 

 

保育教諭等や友達と心を通わせる中で、絵本や物語などに親し

みながら、豊かな言葉や表現を身に付け、経験したことや考えた

ことなどを言葉で伝えたり、相手の話を注意して聞いたりし、言

葉による伝え合いを楽しむようになる。 
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はい、あーん 
令和元年 11 月 28 日 

絵本を手にとり、保育者に読んでと伝えるよ

うに渡します。保育者が絵本を開こうとする

と、お気に入りの“いただきまーす”と書いて

いるページを自分でめくり、いただきますのポ

ーズをしていました。 

 

 

 保育者が、「いただきまーす」と言うと、嬉し

そうに手を合わせたまま、何度も頭を下げ、い

ただきますの挨拶をします。そして、絵本に描

いてあるイチゴをつまみ、食べるふりをしまし

た。保育者が「パクッ」と言うと、口をモグモ

グ動かし食べるふりをしています。 

「おいしいね」と声をかけると、嬉しそうに、別の保育者に「あーん」と言いながらイチゴを食べさ

せてあげる素振りをしていました。「ありがとう。おいしいね。」と言われると、保育室にいる保育者全

員に「あーん」と言いながら配り歩きます。最後に、自分でもう一度、絵本からイチゴをつまみ食べる

ふりをしていました。「ありがとう」と保育者みんなで声をかけると、照れているかのように目の前の保

育者に抱きつきました。 

学びのポイント 

絵本を模倣して、保育者とのやりとりを楽しんでいます。保育者が子どもからの働きかけに応じるこ

とで、別の保育者とも同じようにやりとりを楽しむようになりました。絵や言葉からイメージしたこと

や保育者の言葉かけに身振り手振りで応じながら、人とかかわり気持ちを伝え合う喜びを感じていま

す。 

環境構成の工夫 

保育室に絵本コーナーをつくり自分でめくりやすい絵本を用意することで、好きな時に好きな絵本を

手に取れるようにしました。子どもが絵本を読んでもらいたいときには、一対一で保育者がかかわり、

子どもの思いを受けとめています。保育室にいる他の保育者も一緒になってイメージを共有し、温かい

雰囲気をつくるようにしています。 

言葉による伝え合い 
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カンパーイ 
令和元年１１月２５日 

Ａは 10月からの新入児です。よくしゃべり、

保育者との意思疎通もスムーズで、おやつの時

間など保育者とのやり取りを楽しむことも多

い子どもです。 

 

ある日、おやつの時間にコップを持って、保

育者に「パーイ」と向けてくることがありまし

た。それに応じ、Ａと保育者は「カンパーイ」

を楽しみました。 

 

後日、おやつの時間に隣の席のＢがＡに「カ

ンパーイ」とコップを向けました。そして、二

人で「カンパーイ」を楽しみ始めました。保育

者も仲間に入り乾杯をしていると、自然と輪が

広がり、同じテーブルの他の友だちも、つられ

てまねっこをして一緒に楽しみました。 

その後もしばらく、「カンパーイ」を同じテーブルのみんなで楽しみ、友だちや保育者と一緒につなが

る喜びを味わいました。 

学びのポイント 

グループの友だちの間に、一緒にしたいと思える温かな関係が育っています。保育者や友だちと一緒

に「カンパーイ」と言葉や動作を楽しむことで、人と気持ちがつながる楽しさを味わいました。 

環境構成の工夫 

安心して過ごせるように、グループを決めて同じ友だちと過ごす時間を設定しています。保育者が思

いを受けとめたり気持ちや楽しさに気づき応答したりすることで、身近な人に親しみをもって接するよ

うになっています。 

言葉による伝え合い 
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好きな食べ物は人参？ 
令和元年８月２３日 

カタツムリを見ている時に、何かを発見した

ようで、Aが保育者に「先生！これちょっと来

てよ！」と、驚いた様子で伝えに来ました。保

育者「どうしたの？」 A「カタツムリが人参

ばっかり食べてるの。人参好きなのかもしれな

い」しばらく一緒にカタツムリを観察すること

にしました。白菜と人参の上にカタツムリが数

匹います。保育者「ほんまや～食べてるなあ！」 

A「やろ？やっぱりカタツムリ人参が好きなん

やわ！」と自信満々の様子。 保育者「次は何

するんかな～このカタツムリ…」と言うと、A

は人参を食べていたカタツムリの動きを追い、

じっと見ています。 

B と C もやってきました。A「この子、人参

好きなんだって」Ｂも小さな声で「この子って

この子？」と聞いています。 A「そう！…う

うん、違うわ。この子や」 C「ほんまやなあ」

と言って一緒に観察していました。 

C「何かこの子小さいなあ」 保育者「ほんまや、一匹だけ小さい。何でやろ？」 A「人参嫌いで

食べてないからやわ！この子だけ」と、自分なりに理由を考えて伝えています。その後みんなで「大丈

夫かな～」と心配する姿も見られました。 B「このカタツムリも人参食べてないで」 A「…後で食べ

るねんって！」少しむっとした表情で答えます。観察を続けるうちに、カタツムリの口の動きが気にな

ったＡＢＣ。「この子口あるよ！」「この口、なんか笑ってるんじゃない？」「どこどこ？」と、様子を伝

え合いながら、その発見を楽しんでいました。興味津々な様子でカタツムリを見ている ABC が気にな

り、周りの子どもたちも順番にやって来ます。Aは人参が好きなカタツムリについて自分で発見したこ

とを一生懸命伝えたり、みんなで他に何を食べるのかをじっくり観察したりしていました。 

学びのポイント 

友だちや保育者に、自分の思いや気づいたことを伝える嬉しさを味わっていました。カタツムリの様

子を見て、なぜ一匹だけ小さいのか自分なりに理由を考えたり、じっくり観察することで新たな発見が

あり、２歳児なりに言葉を用いて伝え合ったりしていました。 

環境構成の工夫 

子どもたちが自由に生き物を観察できる環境を整えたり、季節に合った図鑑や絵本を選んですぐに子

どもたちが取り出せるようにしています。保育者も一緒に生き物の様子を見ながら、気づきや発見を伝

え合う楽しさを味わえるようにかかわりました。 

 

言葉による伝え合い 
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車やったら通れるんちゃう？ 
令和元年１０月 

それぞれが段ボールの車に乗って遊んでいまし

たが、１列に並べてセロハンテープで車同士をくっ

つけると、電車へと変化しました。「電車はどこを

走るのかな？」と保育者が尋ねると、「線路がいる」

「段ボールつなげよう」と線路づくりが始まりまし

た。「めろん駅までつなげよう」「めろん駅まで来た」

「次はいちご駅までつなげよう」と目的をもって取

り組んだり、できた喜びを伝え合ったりしながら線

路が伸びていきます。 

つなげていた段ボールの線路が折れ曲がり、その

形を見た B が「トンネルやな」と線路にトンネル

をかぶせます。C「ほんまや」保育者がトンネルに

頭を入れながら「あれ？このトンネル通れない」と

言うと、C「車やったら通れるんちゃう」と玩具の

車を探しに部屋に戻りました。他の遊びをしていた

子どもたちも、このやり取りを見て玩具の車や電車

をもって来ました。 

「ガタンガタン」「トンネル通れた。もう一回通ろう」「私ももう一回」とトンネルや線路の上を走らせる

ことを楽しみました。長い段ボールを曲げて、人が通ることのできるトンネルもできました。「テープも

ってくるわ」と友だちと支えながら壁に貼り付けトンネルが完成。 

次の日、登園するとトンネルがつぶれていました。「トンネルがつぶれてる」「テープがいる。誰かここ

押さえてて」とトンネルを支え、「（セロハンテープだとすぐにとれるから）強いテープがいるな」とテー

プを取りに行きました。しかし、テープのちぎり方にコツがあります。「ちぎられへん」「Dがちぎったる

わ」と、テープをちぎる子ども、トンネルを支える子ども、テープを貼る子どもと、自然に役割分担しな

がらつぶれたトンネルを直し、再び電車ごっこを楽しみました。 

学びのポイント 

友だちの言葉を聞いて、同じイメージをもちながら遊びを楽しんでいます。自分たちの遊びに必要な

トンネルを修復するために、友だちに助けを求め、会話をしながら役割を分担して遊びを進めていまし

た。 

環境構成の工夫 

子どもが考えたことが形になるように材料を用意したり、友だちと同じイメージをもって遊ぶことが

できるように言葉かけを工夫したりしています。クラス以外の友だちとも遊びがつながるように、遊ん

でいる様子を知らせたり興味をもつようなを言葉かけたりし、子ども同士のかかわりが広がるように援

助しています。 

言葉による伝え合い 
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お客さん、あんまり来んかった 

 

 

 

 

 

 

令和元年１１月２６日 

園行事でイモを焼いているのを見てＡB が

「焼きイモごっこしたい！」とすぐに遊び始め

ました。保育者が焼いている様子を見ながら

「うちわがいる！」「手袋もしてた！」と遊びに

必要なものを用意したり、「おイモはどうしよ

う？」と考えたりしながら、新聞紙・画用紙・

花紙などの素材でつくっていました。 

園庭でイモを焼いていたので、“外で焼く”と

いうイメージができ、翌日から遊びは園庭に場

所を移しました。店役と客役に自然と分かれ

「おイモくださーい」「はいどうぞー」などとや

りとりを楽しんでいます。しばらく遊びが続き

ますが、次第にお客になってくれる友だちが少

なくなってきました。 

ある日、話し合いの時間に Cが「お客さんが

あんまり来なかった」と言ったことから話し合

いが始まります。家庭での経験から「おイモ～

おイモだよって言えばいいんちゃう？」「ほっ

かほかのおイモだよ～って言うねんで」「あと、

おイモを運んで売ったらいいねん」などと、遊

びを楽しくできるようなアイデアを考えて出

し合いました。 

“たくさんの人に食べてもらいたい”という思いから話し合い、「おイモ～おイモだよ」「大きいおイ

モもありますよー」と、みんなで考えた言葉を用いながら遊んだことで、たくさんの人に自分たちのつ

くった焼きイモを食べてもらうことができました。 

学びのポイント 

お店屋さんごっこのやり取りが、遊びを重ねるにつれて、よりリアルなものになっていきました。ま

た、看板は『置き型』のものと運んで売る用の『持ち運び型』がいるなど、遊びに必要な道具について

おもしろいアイデアがたくさん出ました。 

環境構成の工夫 

子どものアイデアを実現できるように早いタイミングで素材や道具を用意し、子どもと一緒に準備を

するようにしました。また、話し合いの場を大切にし、困ったことや嬉しかったことを共有したり、子

どもの意見に対して保育者の考えを伝えたりして、遊びがさらに展開するように話し合いました。 

言葉による伝え合い 
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流れ星も見たいな！ 
令和元年 11 月 22 日～ 

社会見学でプラネタリウムに行き、星空の鑑賞

をしました。 

 

素材の中に長い芯（120 センチくらい）があ

るのを見つけた A。 A「これ使いたい」と長い

筒を持ち歩いています。何に使うのかと見ている

と、筒を覗いて A「あ！双眼鏡みたい！」（イメ

ージは望遠鏡） B「ホンマや！しまじろうが見

てたやつ」と、望遠鏡づくりが始まりました。 

A は「星がいっぱいいる！蟹座とか」と画用紙

に星空を描き始めました。しかし、数人で星を描

いていきますが、なかなか画用紙いっぱいにはな

りません。話し合いの時間に、A「星をいっぱい

にしたい！！」 C「（廊下の）窓をぜ～んぶ星に

して、宇宙にしたいんだ！」 子どもたち「いい

よ、やろう！」みんなで星空をつくることになり

ました。 

知っている星座や自分たちで考えた“ぎょう座”“ピ座”“ハート座”などたくさんの星座を窓いっぱ

いに飾ります。 C「流れ星は？流れ星も見たい！」 A「ここから流れ星が見れますよ～」「順番です。

並んでください」「予約もできますよ」 D「予約したいんです」 A「わかりました。長い針が 11（55

分）になったら来てください」など、思いを伝え合いながら言葉のやり取り楽しんでいる様子が見られ

ました。 

学びのポイント 

プラネタリウムで“星空観賞”という共通の体験をしていたので、A がやりたいことを伝えた時にク

ラスですぐにイメージが共有されました。周りの友だちと一緒に星空をつくり、他のクラスの友だちや

異年齢の友だちにも声をかけたことで、会話を楽しみながらかかわって遊ぶことができました。 

 

環境構成の工夫 

星座の本を置いたり地球儀と天球儀が一緒になっているものを置いたりしたことで、星に興味をもち、

自分たちが知っている星座の名前を確認する様子が見られました。廊下の窓を利用したことで特別な空

間になり、星空を見ている気分が一層盛り上がりました。 

言葉による伝え合い 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

豊かな感性と表現 

 

心を動かす出来事などに触れ感性を働かせる中で、様々な素材

の特徴や表現の仕方などに気付き、感じたことや考えたことを自

分で表現したり、友達同士で表現する過程を楽しんだりし、表現

する喜びを味わい、意欲をもつようになる。 
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ゆらゆらってきもちいい 
令和元年１１月１８日 

手を出して保育者に甘えに来る子どもたち。 

ひざに座って、にっこにこ♪ 

歌を歌うと、身体を左右に揺らして楽しんでい

ました。 

 

 

友だちの様子を見て、 

〝ぼくも～“〝わたしも～”と、言わんばかり

の表情で保育者のひざに集まってきました。手

で友だちに〝つめて“とアピール。みんなそろ

って、ゆらゆら身体をゆらして遊びました。 

 

 

近くで遊んでいた子どもも保育者の背中に

つかまり、身体を上下にゆらして楽しんでいま

した。 

学びのポイント 

保育者が子どもの思いを受けとめ、応答的にかかわることで安心して過ごせていることが感じられま

した。保育者とのふれあいを求めてかかわりにくることがふえて、歌に合わせて身体を揺らしていまし

た。 

環境構成の工夫 

楽しい雰囲気の中でゆったりとかかわれるように、広いスペースを確保しました。歩行が安定しな

い子どももいるので、不意の動きに対応できるように、周りの様子にも気を配っています。 

豊かな感性と表現 
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オバケだぞ～！！ 
令和元年８月１日～８月１０日 

またある日、最初はタライの中に水を入れて遊んでいましたが、オバケの的あてをつくってみると、

水鉄砲を使って水をかけて遊ぶようになりました。ジョウロで上から水を流し、「雨が降ってきた」と遊

んでいるとオバケにもジョウロで雨を降らせてあげる姿や、「オバケさん暑いな」と言うとコップをも

ってきて水をあげる姿も見られました。 

絵本が大好きな子どもたち。絵本コーナーで

椅子に座り自分でめくって読んだり、保育者が

読み聞かせをしたりすると楽しそうに見てい

ました。その中でも「おばけなんてないさ」「ね

ないこだれだ」の絵本が好きでオバケに興味を

もつようになりました。 

オバケに興味をもちだした子どもたちは、オ

バケ探しを始めました。保育者が「オバケいる

かな？」と声をかけると窓の外を眺めて「オバ

ケおった」と言ったり、“パッチン”と手で捕ま

えてみたりして楽しんでいました。 

オバケの世界を楽しんでいたある日、偶然反

射で光が動いていることを子どもに知らせる

と、「なんかおる」と目を輝かせ光を見に行って

いました。「何だろう？」と子どもたちに尋ねて

みると、「オバケや」と早速捕まえようと手を伸

ばし始めました。 

学びのポイント 

子どもたちは、絵本の読み聞かせが大好きです。オバケの世界に興味をもったことで、想像力を働か

せオバケの世界を楽しんだり、光をオバケに見立てたりして遊んでいました。オバケのイメージを友だ

ちと共有して、一緒に楽しむ姿も見らました。 

環境構成の工夫 

オバケの絵本に興味をもち始めたのでいろいろな種類のオバケの絵本を用意しました。保育者も一緒

にオバケのイメージを共有し、おばけの世界を一緒に楽しむことでより遊びが楽しくなりました。水遊

びの的をオバケにしたことで、水に親しむきっかけとなり、水遊びを楽しむことができました。 

豊かな感性と表現 
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お菓子屋さん、開店です 
令和元年１１月１９日 

夏以降、ごっこ遊びに興味をもちだした子ど

もたち。ままごと遊びの中でも、友だちの「い

らっしゃいませ～」の声につられて、「いらっし

ゃいませ～」とあちらこちらから聞こえてきま

す。 

手づくりのサツマイモやジュースが入った

つもりのコップ、おもちゃの食べ物がいっぱい

並んだテーブル越しに「これください！」「は

い、どうぞ」と受け取り、笑顔で食べる真似を

楽しんでいました。 

 

そんな時、幼児クラスの子どもたちが“店屋

を開く”という話を聞いて、乳児クラスもお菓

子屋さんで参加することにしました。 

ドーナツやおせんべい、クッキーなどをつく

り、できあがった手づくりのお菓子を並べ、周

りの子どもたちは大きな声で「いらっしゃいま

せ！」と言うけれど、特に恥ずかしがり屋の A

は、とても小さな声でした。 

保育者がA の声を聞き取り「〇〇ください」と注文すると、早速、お盆にのせて「はい、どうぞ！」

とやりとりを楽しんでいました。Aは美味しそうに食べてもらい、いっぱい声をかけてもらうことで少

しずつ「いらっしゃいませ！！」と大きな声で話せるようになり、大満足の様子でした。 

学びのポイント 

お店屋さんごっこの中で、人との触れ合いややりとりをする楽しさを感じていました。また、自分な

りにイメージをもってつくったお菓子を食べてくれる様子を見て、満足げな様子でした。一人ひとりが

お店屋さんになりきって遊びを楽しんでいました。 

環境構成の工夫 

お店屋さんごっこを楽しむために、店番の子どもがつけるエプロンを用意したり品物が分かりやすく

取りやすいように並べる工夫をしたりしました。保育者が子どものイメージに沿った言葉をかけること

で、子どもたちもやり取りを楽しんでいました。また、幼児の店屋に出店したことで、たくさんのお客

さんが来てくれ、存分にお店屋さんを楽しむことが出来ました。 

豊かな感性と表現 
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ジュース屋さんにしたい！ 
令和元年 ８月２７日～ 

プリンカップに切った画用紙と水を入れて

置いていたところ、色が出たことをきっかけに

色水遊びが始まりました。子どもたちは画用紙

を入れて揉んだり、他クラスの友だちの姿を見

て水性マーカーを使ったりして色水をつくっ

て遊んでいました。 

 

「ジュースみたい」の一言から、ペットボト

ルを用意すると、色水をジュースに見立てて遊

び始めました。さらに遊びが広がればと思い、

保育者が絵の具を用意すると「紫になった！」

と偶然にできた新しい色に驚いたり、「緑にし

たいねん」とつくりたい色をつくろうと色を混

ぜて試したりしていました。 

緑は「メロンティー」、赤は「トマトジュース」、ピンクは「カルピス」とジュース名を考えたり、偶

然できた何とも言えない色にも「これは辛いジュースやねん」とできた色から想像したことを伝え合っ

たりしながら、ジュースづくりを楽しみました。 

たくさんのジュースができ「ジュース屋さんにしたい！」という声からカウンターを出すと、すぐに

ジュース屋さんごっこが始まりました。「いらっしゃいませー！」「ジュース屋さんでーす！」「トマトジ

ュースください！」と店員や客になりきってやりとりを楽しんでいました。そこから「レジつくる！」

「カードいる！」とお店屋さんごっこの遊びに広がっていきました。 

学びのポイント 

画用紙を水に浸けると「色が出た」という経験から、色水をつくる方法を考えていました。「揉んで色

を出そう」としたり友だちの姿を真似たりして、自分なりに試して遊びました。色水遊びを通して混色

の楽しさや混色の法則に気づき、色からイメージを広げジュースづくりを楽しんでいました。 

環境構成の工夫 

色水を混ぜ合わせやすいよう、様々な形、大きさの容器を用意しました。そして、赤・青・黄の三原

色の色水を用意して、一緒に遊んでいる友だちと色からイメージする味や飲み物の名前を共有できるよ

うにしました。その後、より多くの種類のジュースをつくれるように、三原色以外にもピンク・黄緑・

水色・白など様々な色を用意しました。 

 

豊かな感性と表現 
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「窯」ってどんなん？ 
令和元年 10 月 28 日 

バーベキューごっこからピザづくりに遊び

が発展していきました。 

話し合いをしていると… A「ピザって網で

焼かへんで」 保育者「何で焼くの？」 A「な

んかこんなやつ」と手で表現するのですが、な

かなか伝わらないので絵を描いてみました。 

B・C「あー！そんなん見たことある」 保育者

「ピザ窯のことかな？」  A「そうそう！

窯！！」 

次の日、イメージできるように、“窯”の写真

をいくつか用意しました。A「これこれ！この

“窯”やわ」 B・C「入れて！僕たちも一緒に

つくりたい」 A「いいよ。ほんじゃ、このダ

ンボール茶色に塗ろう」 

B・C が塗っていると、他の子どもたちも集

まってきました。D は写真を見て炎をペンで書

き始めます。B「何でそこに赤塗るの？」D は

身振りと中国語で伝えようとしますが伝わり

ません。そこで写真を持って来て、指さしまし

た。 B「あ！火描いてるんや」D は思いが通

じて嬉しそうにしています。 

次に、A と B はピザを焼く時に使う“パーラー（ピザ用フライ返し）”づくりを始めました。A「ピ

ザ載せるやつつくりたいねん」 保育者「どんなものがいる？」 A「ダンボールかな」 B「ダンボー

ルいいなぁ！」 A「じゃあダンボールと、あと棒みたいなんいるわ」 保育者「素材置き場にないか

な？」 B「あるで！私はこれ（広告紙を丸めてつくった棒）にする」 A「僕はこの棒（ラップ芯）に

する」と、自分たちのイメージに合うものを選んで、遊びに必要なものをつくる楽しさを感じていまし

た。 

学びのポイント 

自分のイメージを友だちに伝え、一緒に遊びを進めていく楽しさを味わいました。また、言葉で伝え

にくいことも写真を用いることで理解してもらえ、思いが通じ一緒に遊ぶ喜びを感じることができまし

た。様々な素材から自分なりに考えて材料を選び必要なものつくったり、友だちとアイデアを認め合っ

たりしていました。 

環境構成の工夫 

“窯”について子どもたちなりに考えられるように話し合いの場で取り上げました。イメージが伝

わるように、ホワイトボードに絵を描いてみたり、保育者が写真を 3 種類程用意したりしました。一

人ひとりのイメージが膨らみ、ピザづくりに興味がなかった子どもたちも遊びに参加し、友だちとつ

ながっていきました。 

豊かな感性と表現 
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学びのポイント 

美容室づくりを通して、友だち同士で協力したり相談したりする姿が見られました。また、つくりた

いものをどんな材料を使ってどのようにすればつくれるか、試行錯誤していました。異年齢児とかかわ

りながら、年長児としての自覚や思いやりの心が育ちました。 

美容師になりたいねん！ 
令和元年９月２日 

髪の毛を切ってきたAに「かわいいね」と声

をかけると、「美容師さんになりたいねん」とい

うので、「なろうよ！」と保育者と２人で美容室

づくりを始めました。Ａは、美容室のことをよ

く知っていてパーマ、カラー、メイクなど、ど

んどんとイメージを広げて遊んでいます。その

様子を見て他の子どもも集まってきて、どんど

ん遊びが広がり、園内の夏まつりでも美容室を

出店しました。 

 

A「いらっしゃいませ～!どんな髪型にします

か？」 ４歳児「プリキュアみたいにしてくだ

さい」 A「髪の毛洗いますね」 ４歳児「き

もちいい～」 A「お化粧、どれがいいですか？」

「かわいくなりましたよ～！」「次の方どうぞ

～」本当の美容室のように、お客さんと会話を

楽しみながら一緒に遊んでいます。 

夏まつりでは、異年齢児もお客さんとして来てくれ、Aだけでなくクラスの他の友だちも、年下の子

どもに優しく声をかけ美容師になりきって楽しく遊んでいました。 

環境構成の工夫 

つくったものが何かわかるように、それぞれ入れ物に入れ名札をつけました。また、いつでもつくれ

るように廃材や道具を美容室の近くに置きました。看板をつくり、いつも同じ場所で店を開くことで、

遊びの拠点となりました。また、話し合いの時間に Aの遊びを紹介しクラスの友だちと共有したり、異

年齢児のお客さんとのかかわり方についても一緒に考えていきました。 

豊かな感性と表現 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和元年・２年度 幼児教育研究 

様々な遊びの中で健やかに育つ子どもの育成をめざして 

 

 

 

豊かな環境の中で育つ“幼児期の終わりまでに育ってほしい姿” 

～0歳児から５歳児までの育ちを小学校へ～ 
  

令和２年２月 29日 発行 （R-153） 
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